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は
じ
め
に

Ｉ
ザ
ク
セ
ン
州
に
お
け
る
建
築
家

一
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
州
に
お
け
る
建
築
家

ニ
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法

三
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度

四
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
職
業
裁
判

五
ザ
ク
セ
ン
州
に
お
け
る
建
築
家
関
連
法
の
特
色

先
に
私
は
、
拙
著
『
建
築
家
の
法
的
責
任
」
（
法
律
文
化
社
、
’
九
九
八
年
）
の
第
一
部
で
、
建
築
家
の
契
約
責
任
に
つ
い
て
検
討
し

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

五
一

は
じ
め
に ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る

最
近
の
動
向

Ⅱ
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に
お
け
る
建
築
家
法
と
建
築
家

職
業
規
則
の
動
向

一
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
建
築
家
法
の
動
向

ニ
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
建
築
家
職
業
規
則
の
動
向

Ⅲ
ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
数

む
す
び
に
か
え
て

花
立
文
子
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、
拙
著
を
補
足
す
る
意
味
で
、
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
州
に
お
い
て
、
ま
ず
建
築
家
の
取
扱
い
が
ど
の
よ
う
で

あ
っ
た
か
を
み
る
。
そ
し
て
ザ
ク
セ
ン
州
の
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
取
り
上
げ
て
、
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
州
の
動
向
を

み
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
州
の
う
ち
で
、
州
独
自
の
建
築
家
法
が
最
も
早
く
制
定
さ
れ
た
の
は
、
ザ
ク
セ

ン
州
に
お
い
て
で
あ
る
。
ま
た
、
同
州
に
お
い
て
は
職
業
規
則
や
懲
戒
手
続
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
、
建
築
家
自
治
の
た
め
の
法
獲
備
が

進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
、
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
州
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
ザ
ク
セ
ン
州
の
場
合
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
。

そ
し
て
併
せ
て
、
最
近
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
法
お
よ
び
職
業
規
則
の
動
向
を
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
を
中
心
に

み
る
こ
と
と
し
た
い
。
拙
著
第
二
部
で
は
、
ド
イ
ツ
の
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
に
つ
い
て
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州

を
中
心
に
と
り
あ
げ
て
お
り
、
こ
れ
と
の
比
較
か
ら
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に
お
け
る
建
築
家
関
連
法
規
の
動
向
を
み
る
。

な
お
本
稿
で
は
と
く
に
断
り
の
な
い
か
ぎ
り
、
ザ
ク
セ
ン
州
の
建
築
家
関
連
法
規
に
つ
い
て
は
、
ど
ｏ
三
岳
胃
の
。
百
ヨ
ョ
の
『
の
９
コ
の
①
ゴ

（
函
『
農
・
）
．
シ
『
◎
宮
（
の
寓
目
目
ご
□
す
巨
呂
］
や
＄
（
三
○
ｇ
日
冒
］
伜
○
Ｃ
日
日
巨
已
百
豆
（
）
。
」
中
老
）
に
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州

に
お
け
る
建
築
家
関
連
法
規
に
つ
い
て
は
、
宵
。
ご
扇
六
〔
の
二
百
日
日
。
『
国
且
の
ロ
ー
ヨ
ご
『
茸
の
Ｂ
□
の
『
、
（
函
『
⑫
、
。
）
．
シ
目
三
一
の
六
一
①
コ
ア
の
ｎ
頁

］
ｇ
＠
へ
ｇ
ｇ
（
句
・
日
曰
く
の
『
一
息
の
曰
ワ
国
陣
。
。
．
》
ご
ｇ
）
に
依
拠
し
て
い
る
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

五
二

た
。
そ
の
際
、
建
築
家
固
有
の
責
任
体
系
と
の
関
係
上
、
建
築
家
の
活
動
内
容
お
よ
び
関
連
法
規
、
と
く
に
職
業
倫
理
を
み
る
必
要
が

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
拙
著
第
二
部
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
に
つ
い
て
若
干
の
分
析
を
行
っ
た
。

し
か
し
そ
こ
で
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
州
の
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
に
つ
い
て
、
関
連
法
規
の
未
整
備
、
資
料
的
な
制

約
等
か
ら
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
州
に
お
い
て
も
、
近
年
建
築
家
の
関
連
法
規
が
整
備
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
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ま
ず
、
旧
東
ド
イ
ツ
の
人
民
議
会
は
、
新
し
く
連
邦
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
暫
定
的
に
建
築
家
法
を
一
九
九
○
年
七
月
一

九
日
に
公
布
し
、
一
九
九
○
年
八
月
一
三
日
に
発
効
す
る
も
の
と
し
た
（
の
ぐ
囚
・
Ｄ
Ｃ
”
』
ｍ
・
縄
』
）
。
本
法
は
、
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
、

メ
ク
レ
ン
プ
ル
ク
・
フ
ォ
ア
ポ
メ
ル
ン
州
、
ザ
ク
セ
ン
州
、
ザ
ク
セ
ン
・
ア
ン
ハ
ル
ト
州
お
よ
び
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
州
で
独
自
の
建
築
家
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
ザ
ク
セ
ン
州
に
お
い
て
、
建
築
家
法
が
い
ち
早
く
一
九
九
四
年
四
月
一
九
日
に
制
定
さ
れ
た
（
の
ぐ
の
Ｆ
・
の
。
「
＄
）
。
ま
た
、

旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
東
ベ
ル
リ
ン
の
建
築
家
の
場
合
に
は
、
東
ベ
ル
リ
ン
が
一
九
九
○
年
一
○
月
三
日
以
降
ベ
ル
リ
ン
州
に
属
す

る
も
の
と
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
と
き
か
ら
ベ
ル
リ
ン
州
の
建
築
家
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

⑪
適
用
範
囲

こ
こ
で
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
に

⑧
暫
定
的
建
築
家
法
の
制
定

右
の
暫
定
的
一
九
九
○
年
建
築
家
法
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
の
建
築
家
お
よ
び
旧
東
ド
イ
ツ
で
活
動
す
る
外
国
人
建
築
家
に
適
用
さ
れ
る
も

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

五
三

Ｉ
ザ
ク
セ
ン
州
に
お
け
る
建
築
家

建
築
家
法
制
定
の
経
緯

（
１
）
 

一
」
で
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
建
築
家
の
資
格
承
認
と
関
連
法
規
制
定
の
経
緯
を
み
る
一
」
と
と
す
る
。

旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
州
に
お
け
る
建
築
家
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建
築
家
名
簿
へ
の
登
録
要
件
に
つ
い
て
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
の
状
況
を
一
部
勘
案
し
て
い
る
。

建
築
に
係
る
専
門
の
課
程
を
修
了
し
、
大
学
お
よ
び
単
科
大
学
を
卒
業
し
た
者
は
、
登
録
要
件
を
充
足
す
る
。
な
お
、
単
科
大
学
卒
業

要
件
は
、
七
年
の
実
務
経
験
で
代
替
し
う
る
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
五
年
の
実
務
経
験
を

有
す
る
者
は
、
登
録
要
件
を
充
足
す
る
。
こ
れ
ら
の
者
の
場
合
に
は
、
暫
定
建
築
家
法
施
行
後
一
年
内
に
申
請
す
る
こ
と
で
登
録
で
き
る

さ
ら
に
、
学
歴
に
つ
い
て
特
記
す
る
も
の
が
な
い
場
合
に
は
、
建
築
家
と
し
て
の
活
動
を
証
明
す
る
こ
と
で
、
登
録
可
能
と
し
た
。
な

お
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
建
築
家
法
第
四
条
第
三
項
第
一
文
で
は
、
学
歴
を
欠
く
場
合
に
は
、
建
築
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

し
て
登
録
で
き
る
も
の
と
し
た
。

活
動
形
態
に
応
じ
て
、
自
十

上
の
公
務
員
で
あ
る
建
築
家
、

⑥
建
築
家
名
簿
登
録
要
件

類
さ
れ
た
。

こ
と
と
な
っ
た
。

ｄ
活
動
形
態
に
応
じ
た
建
築
家
名
簿
へ
の
登
録

活
動
形
態
に
応
じ
て
、
自
由
業
（
フ
リ
ー
）
と
し
て
活
動
す
る
建
築
家
、
営
利
事
業
に
就
く
建
築
家
、
私
法
上
の
被
傭
者
ま
た
は
公
法

上
の
公
務
員
で
あ
る
建
築
家
、
お
よ
び
活
動
停
止
の
建
築
家
に
分
類
し
て
、
建
築
家
名
簿
へ
登
録
さ
れ
る
も
の
と
し
た
。

の
と
さ
れ
た
。

回
職
能
に
よ
る
分
類

建
築
家
は
、
そ
の
職
能
に
し
た
が
っ
て
「
建
築
家
」
、
「
屋
内
建
築
家
」
、
「
庭
園
お
よ
び
景
観
建
築
家
」
お
よ
び
「
都
市
計
画
家
」
に
分

そ
し
て
、
建
設
エ
ン
ジ
ー
ー
ァ
専
門
の
単
科
大
学
卒
業
者
で
も
、
七
年
の
実
務
経
験
と
そ
の
間
の
業
績
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
建
築
家
と

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

五
四
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建
築
家
の
下
で
一
○
年
の
実
務
経
験
が
あ
る
か
、
同
様
の
活
動
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
登
録
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
旧
東
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
固
有
の
「
私
的
建
築
家
」
と
し
て
免
許
を
取
得
し
て
い
た
場
合
に
も
、
登
録
を
可
能
と
し
た
。
た
だ

し
、
こ
の
免
許
の
適
法
性
は
、
当
該
建
築
家
法
施
行
後
六
カ
月
内
に
申
請
し
、
建
築
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
ま
で
の
間
と
す
る
と
さ
れ
た
。

②
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
各
州
の
建
築
家
法

旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
各
州
で
、
建
築
家
会
自
体
は
比
較
的
早
期
に
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
○
年
の
暫
定
的
建
築
家
法

に
基
づ
き
、
各
州
全
部
で
独
自
の
建
築
家
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
相
当
の
年
月
を
要
し
て
い
る
。

ザ
ク
セ
ン
州
で
は
、
一
九
九
四
年
に
い
ち
早
く
制
定
さ
れ
た
も
の
の
、
他
州
で
は
、
早
い
と
こ
ろ
で
一
九
九
七
年
、
遅
い
と
こ
ろ
で
は
、

一
九
九
八
年
に
な
っ
て
初
め
て
Ⅲ
独
自
の
建
築
家
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
よ
う
や
く
こ
こ
に
き
て
、
建
築
家
に
係
る
自
治
制
度
が
推
し

進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。

次
に
、
参
考
ま
で
に
各
州
の
建
築
家
法
制
定
時
期
を
示
し
て
お
く
。

次
に
、
参
考
ま

①
東
ベ
ル
リ
ン

先
に
示
し
た
よ
う
に
、
東
ベ
ル
リ
ン
の
場
合
に
は
、
一
九
九
○
年
一
○
月
一
一
一
日
以
降
ベ
ル
リ
ン
州
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
、
ベ
ル
リ
ン

州
の
建
築
家
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
（
国
の
【
旨
の
『
し
『
ｏ
嵐
（
の
江
の
二
目
・
曾
巨
百
日
日
の
品
⑩
⑪
の
颪
一
コ
：
司
厨
切
叩
目
ぬ
ぐ
。
曰
屋
巨
呼
日

②
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州

プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
建
築
家
法
は
、
一
九
九
七
年
四
月
七
日
に
制
定
さ
れ
（
国
『
目
□
の
：
貝
巴
⑩
ロ
ゴ
の
⑪
胃
呂
冒
亘
の
。
”
の
⑫
の
目
（
。
ご
囚
・

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

五
五

］ロや』）○
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チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
建
築
家
法
（
曰
冒
『
曰
、
の
同
シ
『
Ｃ
三
斤
の
【
［
の
ロ
曲
⑩
の
①
頁
）
は
、
一
九
九
七
年
六
月
一
三
日
（
○
ご
囚
・
の
・
山
Ｓ
）
に
制
定
さ

れ
、
一
九
九
九
年
二
月
三
日
（
の
「
四
・
の
．
］
］
Ｃ
）
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

⑥
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州

ザ
ク
セ
ン
州
で
は
、
他
州
に
先
駆
け
て
、
建
築
家
法
が
一
九
九
四
年
四
月
一
九
日
に
制
定
さ
れ
た
（
詮
呂
の
】
ｍ
Ｓ
の
助
少
『
・
亘
奇
の
寓
目
、
の
‐

ｍ
の
百
（
の
ぐ
の
Ｆ
・
の
．
「
＄
）
）
。
そ
し
て
一
九
九
八
年
一
一
一
月
一
七
日
に
改
正
さ
れ
て
い
る
（
の
ぐ
四
・
『
の
・
詔
』
）
。

⑤
ザ
ク
セ
ン
・
ア
ン
ハ
ル
ト
州

ザ
ク
セ
ン
・
ア
ン
ハ
ル
ト
建
築
家
法
は
、
一
九
九
八
年
四
月
一
一
八
日
に
制
定
さ
れ
た
（
シ
『
、
亘
｛
官
の
息
の
②
の
百
Ｑ
⑦
②
巨
且
の
印
の
②
，

◎
ず
の
①
ロ
ー
シ
ロ
冨
一
［
『
○
日
路
．
シ
ご
己
］
９
画
（
の
ぐ
四
・
ｍ
・
』
途
）
）
。

④
ザ
ク
セ
ン
州

巴
＠
ｍ
．
ｚ
『
」
、
）
。 法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

五
六

弓
の
．
ｇ
）
）
、
一
九
九
八
年
一
一
月
一
一
六
日
に
改
正
さ
れ
た
（
の
ご
国
一
・
閂
の
・
画
］
の
）
。

③
メ
ク
レ
ン
プ
ル
ク
・
フ
ォ
ア
ポ
メ
ル
ン
州

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ォ
ァ
ポ
メ
ル
ン
州
に
お
け
る
建
築
家
法
は
、
一
九
九
八
年
一
一
一
月
一
二
日
に
制
定
さ
れ
て
い
る
（
皆
Ｃ
亘
扇
穴
‐

｛
の
□
ぬ
の
印
の
甘
□
の
②
巨
且
の
⑭
三
の
Ｃ
屋
の
。
日
日
－
ご
○
『
ロ
。
日
日
の
『
ロ
（
の
『
○
国
一
・
ｍ
・
哩
匿
へ
○
の
三
・
ｌ
ご
・
ｏ
Ｐ
ｚ
『
・
画
一
ｇ
》
ウ
臼
・
旨
の
『
○
ｍ
一
・
の
．
ｍ
ら

ザ
ク
セ
ン
州
独
自
の
建
築
家
法
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
た
州
の
中
で
、
最
も
早
く
制
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
職
業
規
則
や
懲
戒
手

ニ
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
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続
に
つ
い
て
も
徐
々
に
規
定
さ
れ
、
建
築
家
自
治
の
た
め
の
法
整
備
が
進
ん
で
き
た
。
そ
こ
で
、
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
州
の
う
ち

か
ら
、
ザ
ク
セ
ン
州
の
建
築
家
法
を
モ
デ
ル
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

次
に
、
ま
ず
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
を
概
観
し
、
さ
ら
に
、
日
本
法
上
参
考
に
な
る
規
定
と
し
て
、
建
築
家
と
い
う
名
称
の
保
護
、
建
築

家
の
職
務
、
建
築
家
の
職
業
上
の
活
動
形
態
、
職
業
上
の
義
務
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

⑪
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
の
概
観

ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
は
、
他
州
の
建
築
家
法
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
編
に
は
、
建
築
家
の
あ
り
方
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
建
築
家
の
任
務
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
次
い
で
、
職
業
上
の
名
称
使
用
に
つ
い
て
、
名
称
の
使
用
権
限
を
有
す
る
者
、
そ
の
名
称
を
用
い
て
活
動
す
る
場
合
の
建
築
家
の
行

為
の
あ
り
方
、
お
よ
び
活
動
の
際
の
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
建
築
家
と
都
市
計
画
家
の
登
録
に
関
し
て
、
名
簿
、
登
録
要
件
、

登
愚
が
旧
否
さ
れ
る
場
合
、
お
よ
び
抹
消
さ
れ
る
場
合
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
外
国
人
の
建
築
家
と
都
市
計
画
家
の
取
り

る
。
次
い
で
、
職
業
上
の
名
称
便
国

為
の
あ
り
方
、
お
よ
び
活
動
の
際
へ

登
録
が
拒
否
さ
れ
る
場
合
、
お
よ
《

扱
い
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
二
編
に
は
、
ザ
ク
セ
ン
州
の
建
築
家
会
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
建
築
家
会
の
設
立
と
そ
の
会
員
、
建
築
家
会
の
任
務
、
お
よ

び
建
築
家
会
運
営
上
の
規
則
、
組
織
、
代
表
団
、
お
よ
び
理
事
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、
建
築
家
会
が
取
り
扱
う
登
録
に
係

る
登
録
委
員
会
、
お
よ
び
建
築
家
会
会
員
間
の
職
業
上
の
紛
争
の
た
め
の
調
停
委
員
会
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

第
三
編
の
内
容
は
、
建
築
家
が
職
業
規
則
に
違
反
し
た
場
合
の
、
懲
戒
処
分
規
定
で
あ
る
。
ま
ず
、
名
誉
手
続
の
内
容
を
あ
げ
、
そ
し

て
名
誉
手
続
を
実
施
す
る
名
誉
委
員
会
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
名
誉
手
続
に
よ
る
処
分
の
内
容
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

五
七
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ド
イ
ツ
の
各
州
建
築
家
法
に
は
、
建
築
家
の
身
分
を
堅
持
し
、
保
護
す
る
た
め
に
、
と
く
に
建
築
家
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
の
規
定
が

必
ず
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
も
同
様
で
あ
り
、
名
称
保
護
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

②
名
称
保
護

規
定
さ
れ
て
い
る
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

五
八

第
四
編
に
は
、
建
築
家
会
会
員
の
相
互
扶
助
、
監
督
官
庁
、
会
員
の
秘
密
保
持
義
務
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
五
編
で
は
、
第
二
条
規
定
の
職
業
名
の
使
用
違
反
、
お
よ
び
職
業
名
に
言
葉
を
結
び
付
け
て
用
い
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
範
囲
を
超
え

た
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
九
条
第
一
一
一
項
第
一
文
で
は
、
基
本
法
適
用
領
域
内
で
建
築
家
名
簿
へ
登
録
し
て
い
な
い
外

国
人
建
築
家
お
よ
び
都
市
計
画
家
が
、
ザ
ク
セ
ン
州
内
で
、
初
め
て
建
築
家
の
仕
事
を
行
う
場
合
に
は
、
予
め
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
会
に
届

け
出
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
規
定
違
反
に
対
し
て
は
、
二
○
，
○
○
○
Ｄ
Ｍ
の
制
裁
金
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
と

１
名
称
「
建
築
家
「
｜
、
「
屋
内
建
築
家
」
、
な
ら
び
に
「
庭
園
お
よ
び
景
観
建
築
家
」
は
、
建
築
家
名
簿
に
、
そ
の
職
業
名
で
登
録
さ

（
２
）
 

れ
て
い
る
者
、
ま
た
は
第
九
条
に
よ
り
職
業
名
の
使
用
権
限
を
有
す
る
者
の
み
が
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
名
称
「
都
市
計
画
家
」
は
、
そ
の
名
称
で
、
都
市
計
画
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
、
ま
た
は
第
九
条
に
よ
り
、
そ
の
職
業
名

の
使
用
権
限
を
有
す
る
者
の
み
が
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
第
二
条
（
職
業
上
の
名
称
）

第
六
編
に
は
、
経
過
規
定
、
施
行
規
定
が
』

右
が
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
の
構
成
で
あ
る
。

施
行
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
。
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⑥
建
築
家
の
任
務

次
に
、
建
築
家
の
任
務
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
は
、
建
築
家
の
職
業
の
あ
り
方
を
理
念
的
に
、
そ
し
て
詳

細
に
規
定
し
て
い
る
。
他
州
の
建
築
家
法
に
お
い
て
も
、
同
様
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

３
名
称
「
フ
リ
ー
建
築
家
」
お
よ
び
「
フ
リ
ー
都
市
計
画
家
」
は
自
由
業
の
活
動
形
態
で
建
築
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
、

ま
た
は
都
市
計
画
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
の
み
が
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｃ
ｉ
 

４
第
一
項
か
ら
第
三
項
に
掲
げ
た
名
称
と
結
合
す
る
語
は
、
相
当
す
る
名
称
の
使
用
権
限
を
有
す
る
者
の
み
が
、
使
用
す
る
一
」
と
力

５
女
性
は
、
女
性
を
示
す
詞
の
形
式
で
の
職
業
名
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
学
位
使
用
権
に
つ
い
て
は
、
本
規
定
は
及
ば
な
い
。

７
本
法
に
お
い
て
、
「
建
築
家
」
が
用
い
ら
れ
る
範
囲
で
、
こ
の
意
義
は
、
他
規
定
の
条
件
の
下
で
、
屋
内
な
ら
び
に
庭
園
お
よ
び

景
観
建
築
家
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。
」

「
第
一
条
（
職
業
上
の
任
務
）

１
建
築
家
の
職
業
上
の
任
務
は
、
建
築
物
に
つ
い
て
造
形
、
建
築
芸
術
、
技
術
、
経
済
、
環
境
お
よ
び
社
会
に
配
慮
し
た
設
計
を
行

２
屋
内
建
築
家
の
職
業
上
の
任
務
は
、
屋
内
に
つ
い
て
造
形
、
建
築
芸
術
、
技
術
、
経
済
、
環
境
お
よ
び
社
会
に
配
慮
し
て
設
計
を

行
う
こ
と
、
な
ら
び
に
建
築
物
と
屋
内
と
を
関
連
づ
け
て
改
装
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

五
九

で
き
る
。

う
こ
と
で
あ
る
。
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５
第
一
項
か
ら
第
四
項
に
掲
げ
た
任
務
に
は
、
対
象
に
つ
い
て
の
計
画
お
よ
び
実
施
に
結
び
つ
く
全
て
の
問
題
に
関
し
て
、
委
託
者

へ
の
助
言
、
援
助
お
よ
び
代
行
、
な
ら
び
に
実
際
の
建
築
方
法
に
つ
い
て
の
助
言
も
含
ま
れ
る
。

６
建
築
家
、
庭
園
お
よ
び
景
観
建
築
家
、
お
よ
び
都
市
計
画
家
の
職
業
上
の
任
務
に
は
、
第
一
項
、
第
三
項
お
よ
び
第
四
項
に
お
け

る
任
務
の
範
囲
で
、
州
の
発
展
、
地
域
の
発
展
、
な
ら
び
に
環
境
と
の
調
和
を
は
か
り
、
都
市
計
画
の
範
囲
内
に
お
け
る
設
計
を
行

う
こ
と
、
お
よ
び
鑑
定
を
行
う
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
」

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
建
築
家
法
に
あ
た
る
も
の
は
「
建
築
士
法
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
二
五
年
に
制
定
さ
れ

そ
の
後
改
正
を
経
て
い
る
。
日
本
の
建
築
士
法
に
は
、
建
築
家
の
任
務
に
つ
い
て
の
理
念
的
な
規
定
が
少
な
い
。
わ
ず
か
に
第
一
条
で
、

「
建
築
物
の
設
計
、
工
事
監
理
等
を
行
う
技
術
者
の
資
格
を
定
め
て
、
そ
の
業
務
の
適
正
を
は
か
り
、
も
っ
て
建
築
物
の
質
の
向
上
に
寄

与
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」
と
規
定
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
職
務
に
係
る
規
定
は
、
も
っ
ぱ
ら
建
築
家
の
職
務
の
範
囲
、
す
な
わ
ち

規
模
や
用
途
に
応
じ
た
職
務
の
範
囲
に
つ
い
て
規
定
す
る
の
み
で
あ
る
。

他
方
で
、
建
築
士
法
第
一
○
条
の
懲
戒
規
定
に
よ
れ
ば
、
第
一
項
第
三
号
の
「
業
務
に
関
し
て
不
誠
実
な
行
為
を
し
た
と
き
」
は
、
戒

告
の
上
、
一
年
内
の
業
務
停
止
ま
た
は
免
許
取
消
し
の
処
分
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
工
事
監
理
者
欄
へ
の
名
義
貸

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

六
○

３
庭
園
お
よ
び
景
観
建
鎗
圭
家
の
職
業
上
の
任
務
は
、
庭
園
、
公
園
、
景
観
お
よ
び
緑
地
帯
に
つ
い
て
造
形
、
建
築
芸
術
、
技
術
、
経

済
、
環
境
お
よ
び
社
会
に
配
慮
し
て
設
計
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

４
都
市
計
画
家
の
職
業
上
の
任
務
は
、
庭
園
、
公
園
、
景
観
お
よ
び
緑
地
帯
に
つ
い
て
、
造
形
、
建
築
芸
術
、
技
術
、
経
済
、
環
境

お
よ
び
社
会
に
配
慮
し
て
、
都
市
の
設
計
を
行
う
こ
と
、
お
よ
び
地
域
の
設
計
を
行
う
こ
と
、
特
に
、
都
市
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

で
あ
る
。
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し
等
が
こ
れ
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
建
築
士
法
自
体
に
、
建
築
家
と
い
う
職
業
の
特
殊
性
、
と
く
に
社
会
的
地
位
を
意

識
し
た
理
念
を
欠
い
て
い
れ
ば
、
遵
守
す
べ
き
規
範
意
識
が
高
ま
り
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
名
義
貸
し
の
よ
う
な
行
為
が
繰
り
返
し
行
わ
れ

る
の
は
、
そ
れ
を
行
う
建
築
家
に
そ
の
問
題
性
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
規
範
意
識
の
高
く
な
い
こ
と
の
表
れ
と
い
え
よ
う
。

建
築
士
法
に
お
い
て
建
築
家
の
職
域
を
示
す
こ
と
が
、
建
築
物
と
環
境
と
の
関
係
、
建
築
物
と
社
会
と
の
関
係
、
建
築
物
と
人
と
の
関

係
、
建
築
物
の
構
築
す
る
人
間
関
係
等
を
も
含
め
て
、
建
築
家
と
し
て
任
務
を
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
内
容
を
含
む
と
解
釈
で
き
な

く
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
た
と
え
ば
、
「
木
造
の
建
築
物
又
は
建
築
物
の
部
分
で
、
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
又
は
軒
の
高
さ
が
九
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
」
は
一
級
建
築
士
で
な
け
れ
は
設
計
ま
た
は
工
事
監
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
規
定
（
建
築
士
法
第
三
条
第

一
項
第
二
号
）
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
し
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
社
会
性
を
意
識
し
た
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
が
参
考
に

Ⅶ
建
築
家
の
職
業
上
の
活
動
形
態

ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
第
三
条
で
は
、
他
州
と
同
様
に
、
活
動
形
態
を
分
け
て
い
る
。
自
由
業
と
し
て
活
動
す
る
フ
リ
ー
建
築
家
、
建
築

営
利
事
業
を
営
む
建
築
家
、
お
よ
び
被
傭
者
ま
た
は
公
務
員
と
し
て
活
動
す
る
建
築
家
で
あ
る
。
そ
し
て
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
場
合

に
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
に
属
す
る
の
か
を
規
定
し
て
い
る
。

⑥
フ
リ
ー
建
築
家

な
る
。

ま
ず
、
自
由
業
と
し
て
活
動
す
る
フ
リ
ー
建
築
家
に
つ
い
て
、
個
人
的
生
産
利
益
、
商
取
引
上
の
利
益
、
ま
た
は
供
給
利
益
を
得
ず
、

そ
の
職
業
上
の
活
動
形
態
と
異
な
る
所
で
の
利
益
の
代
表
者
で
な
く
、
ま
た
代
表
と
し
て
の
義
務
を
負
う
の
で
も
な
い
者
は
、
自
由
業
と

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

一
ハ
一
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③
職
業
上
の
義
務
の
位
置
づ
け

次
に
、
職
業
上
の
建
築
家
の
義
務
を
み
る
。

ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
各
州
の
建
築
家
法
に
み
ら
れ
る
統
一
的
な
特
色
の
ひ
と
つ
は
、
建
築
家
と
い
う
職
業
上
の

身
分
の
保
護
が
明
確
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
点
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
目
的
の
一
環
と
し
て
、
職
業
上
の

義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
｜
見
細
か
い
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
義
務
と
し
て
果
た
す
べ
き
原
則
が
定
め
て
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

⑤
職
業
上
の
義
務

と
定
め
て
い
る
（
同
条
竺

他
と
比
べ
て
多
く
な
い
。

（
同
条
第
四
項
）
。
ま
た
、

い
る
（
同
条
第
五
項
）
。

法
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八
巻
第
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一ハーー

し
て
活
動
す
る
も
の
と
規
定
す
る
（
第
三
条
第
二
項
）
。
こ
の
よ
う
に
、
自
由
業
と
し
て
建
築
家
の
活
動
を
す
る
場
合
に
は
、
営
利
追
求

お
よ
び
別
の
業
務
活
動
を
通
し
て
利
益
を
得
る
こ
と
を
排
除
し
て
い
る
。

ｐ
被
傭
者
ま
た
は
公
務
員
と
し
て
活
動
す
る
建
築
家

さ
ら
に
、
専
従
し
て
ま
た
は
主
と
し
て
、
労
働
者
と
し
て
働
く
者
は
、
被
傭
者
と
し
て
活
動
す
る
も
の
と
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る

（
同
条
第
四
項
）
。
ま
た
、
主
と
し
て
ま
た
は
専
従
し
て
公
務
員
と
し
て
働
く
者
は
、
公
務
員
と
し
て
活
動
す
る
も
の
と
す
る
、
と
定
め
て

伽
営
利
事
業
に
従
事
す
る
建
築
家

建
設
業
に
従
事
す
る
者
、
建
設
業

手
す
る
者
、
建
設
業
を
経
営
す
る
者
、
ま
た
は
建
設
業
に
関
与
す
る
者
は
、
営
利
事
業
と
し
て
活
動
す
る
も
の
と
す
る
、

（
同
条
第
三
項
）
。
な
お
、
Ⅲ
の
建
築
家
の
実
態
の
項
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
活
動
形
態
を
と
る
建
築
家
数
は
、
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②
と
く
に
、
建
築
家
お
よ
び
都
市
計
画
家
は
、
次
の
義
務
を
負
う
と
さ
れ
て
い
る
。

ｌ
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
際
に
は
、
第
三
者
の
生
命
お
よ
び
健
康
、
環
境
お
よ
び
物
の
価
値
を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
、
注
意
す
る
こ

⑥
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法

ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
第
四
条
で
は
、
概
略
次
の
も
の
が
職
業
上
遵
守
す
べ
き
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。

①
建
築
家
お
よ
び
都
市
計
画
家
は
、
誠
実
に
そ
の
任
務
を
は
た
し
、
そ
し
て
職
業
上
尊
敬
か
つ
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
態
度
を
と
ら
な
け

職
業
外
で
の
建
築
家
の
態
度
に
つ
い
て
ま
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
、
か
つ
具
体
的
な
義
務
群
と
し
て
、
建
築
家
の
職
業
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
職
業
規
則
に
つ
い

そ
う
し
て
、
さ
ら
』

て
は
、
後
に
ふ
れ
る
。

以
下
で
、
参
考
ま
―

２
委
託
者
の
当
然
の
利
益
、
と
く
に
そ
の
行
為
お
よ
び
業
務
上
知
り
え
た
秘
密
を
保
持
す
る
こ
と
、

３
良
き
慣
行
に
反
す
る
よ
う
な
競
争
目
的
の
行
為
、
と
く
に
厚
か
ま
し
い
、
不
当
な
広
告
を
控
え
る
こ
と
、

４
職
業
上
の
教
育
を
継
続
す
る
こ
と
、
か
つ
そ
の
際
に
、
職
業
上
の
適
性
を
調
査
す
る
こ
と
、

５
個
人
責
任
で
活
動
す
る
場
合
に
は
、
責
任
発
生
の
危
険
に
対
し
て
、
職
業
上
の
活
動
の
範
囲
、
お
よ
び
種
類
に
応
じ
て
、
十
分
に

職
業
責
任
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
、

６
任
務
を
遂
行
す
る
す
べ
て
の
者
に
対
し
て
、
お
よ
び
他
の
職
業
に
所
属
す
る
者
、
と
く
に
建
築
関
係
の
エ
ン
ジ
ー
ー
ア
と
協
力
し
て

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
雌
近
の
動
向
（
花
立
）

一
ハ
ー
ニ

れ
ば
な
ら
な
い
。

と
、

参
考
ま
で
に
、
ま
ず
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
、
そ
の
後
に
日
本
法
を
示
し
て
お
く
。
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③
任
務
外
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
情
に
よ
り
職
務
遂
行
上
、
ま
た
は
職
業
上
の
身
分
の
威
信
に
と
っ
て
、
著
し
く
尊
敬
か
つ

信
頼
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
と
き
は
、
義
務
違
反
と
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

⑥
日
本
建
築
士
法
の
職
業
上
の
義
務

建
築
士
法
で
は
、
職
業
上
の
義
務
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
第
一
八
条
（
業
務
執
行
）
建
築
士
は
、
そ
の
業
務
を
誠
実
に
行
い
、
建
築
物
の
質
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
建
築
士
は
、
設
計
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
法
令
又
は
条
例
の
定
め
る
建
築
物
に
関
す
る
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
し

３
建
築
士
は
、
設
計
を
一
一

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
学
志
林
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八
巻
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三
号

六
四

仕
事
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
同
僚
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
、

７
建
築
の
コ
ン
ペ
に
は
、
相
当
す
る
規
定
の
手
続
要
件
に
基
づ
き
、
公
明
正
大
か
つ
透
明
性
の
あ
る
審
査
が
確
保
さ
れ
、
か
つ
調
和

の
と
れ
た
方
法
で
、
主
催
者
と
参
加
者
と
の
利
益
が
顧
慮
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
参
加
す
る
こ
と
、

８
職
業
上
の
活
動
と
並
ん
で
、
任
務
と
関
連
す
る
営
利
追
及
活
動
を
行
わ
な
い
こ
と
、

９
任
務
を
遂
行
す
る
際
、
手
数
料
ｖ
値
引
き
、
ま
た
は
そ
の
他
の
特
典
自
体
を
、
委
託
者
で
な
い
第
三
者
に
所
属
す
る
者
ま
た
は
協

力
者
に
対
し
て
、
要
求
ま
た
は
受
領
し
な
い
こ
と
、

皿
報
酬
の
合
意
に
関
し
て
は
、
建
築
家
と
エ
ン
ジ
ー
ー
ア
の
給
付
に
係
る
報
酬
規
定
、
お
よ
び
そ
の
他
の
関
連
料
金
規
定
に
注
意
す
る

こ
と
。

雪
八
条
（
業
務
執
行
）

建
築
士
は
、
設
計
表

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

設
計
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
設
計
の
委
託
者
に
対
し
、
設
計
の
内
容
に
関
し
て
適
切
な
説
明
を
行
う
よ
う
に
努
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４
建
築
士
は
、
工
事
監
理
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
工
事
が
設
計
図
醤
の
と
お
り
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
直
ち

に
、
工
事
施
工
者
に
注
意
を
与
え
、
工
事
施
工
者
が
こ
れ
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
建
築
主
に
報
告
し
な
け
れ
ば
ら
な
い
。

第
二
一
条
（
そ
の
他
の
業
務
）
建
築
士
は
、
設
計
及
び
工
事
監
理
を
行
う
ほ
か
、
建
築
工
事
契
約
に
関
す
る
事
務
、
建
築
工
事
の
指
導

監
督
、
建
築
物
に
関
す
る
調
査
又
は
鑑
定
及
び
建
築
に
関
す
る
法
令
又
は
条
例
に
基
づ
く
手
続
の
代
理
等
の
業
務
（
木
造
建
築
士
に

あ
っ
て
は
、
木
造
の
建
築
物
に
関
す
る
業
務
に
限
る
。
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
」

こ
の
よ
う
に
、
職
業
上
の
建
築
家
の
義
務
と
し
て
、
日
本
の
建
築
士
法
に
も
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
に
一
部
あ
た
る
も
の
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
は
、
建
築
物
自
体
の
質
の
向
上
、
法
規
を
遵
守
し
た
建
築
物
の
設
計
、
注
文
者
へ
の
説
明
義
務
、
注
文
者
へ
の
報
告
義
務
、

お
よ
び
そ
の
他
建
築
家
の
行
う
こ
と
の
で
き
る
業
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
日
本
法
の
規
定
に
は
、
建
築
家
と
い
う
職
業
上
の
社

会
的
地
位
に
つ
い
て
の
意
識
を
呼
び
起
こ
す
よ
う
な
規
定
が
乏
し
い
。

が
な
さ
れ
て
い
る
。

ザ
ク
セ
ン
州
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
職
業
規
則
に
あ
た
る
も
の
は
、
「
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
会
の
職
業
上
の
義
務
履
行
の
た
め

の
指
針
」
（
四
，
三
一
ヨ
ー
の
。
目
『
シ
口
⑫
ｇ
ｇ
ｍ
Ｑ
Ｃ
『
国
の
『
巨
｛
の
己
｛
一
）
ｎ
頁
の
己
の
Ｈ
シ
『
呂
冒
寓
目
百
ヨ
ョ
の
『
の
四
Ｃ
房
の
。
）
で
あ
る
（
以
下
「
ザ

ド
イ
ッ
に
お
け
る
建
蝋
塞
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
妓
近
の
動
向
（
花
立
）

六
五

川
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
職
業
規
則

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
建
築
家
の
身
分
の
保
護
、
す
な
わ
ち
建
築
家
の
社
会
的
地
位
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
が
と
ら
れ
て
い
る
ｃ
そ

の
一
環
と
し
て
、
職
業
倫
理
に
あ
た
る
職
業
規
則
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
に
違
反
し
た
建
築
家
に
対
し
て
は
、
職
業
裁
判
に
よ
り
懲
戒
処
分

三
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
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②
ザ
ク
セ
ン
職
業
指
針
の
概
観

ザ
ク
セ
ン
職
業
指
針
は
、
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
前
文
で
本
指
針
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
概
略
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
本
指
針
は
、
建
築
家
と
都
市
計
画
家
の
職
業

上
の
義
務
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
現
代
に
適
合
す
る
職
業
観
を
反
映
し
て
い
る
。
現
実
の
政
治
的
、
経
済
的
状
況
に
お
い
て
、
建
築
家

の
職
業
象
も
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
故
本
指
針
は
、
職
業
遂
行
の
規
律
の
み
な
ら
ず
、
建
築
家
界
の
職
業
観
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
建

築
家
の
責
任
、
そ
し
て
市
民
の
利
益
に
対
す
る
義
務
に
つ
い
て
述
べ
た
。

全
て
の
建
築
家
に
、
職
務
遂
行
上
の
原
則
を
遵
守
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
①
行
為
原
則
、
②
職
業
上
の
名
称

使
用
、
③
同
僚
と
し
て
の
態
度
、
④
職
業
教
育
の
継
続
、
⑤
自
由
業
ラ
リ
ー
）
と
し
て
の
建
築
家
の
独
立
性
、
⑥
注
文
者
の
利
益
保
護
、

⑦
職
業
責
任
保
険
、
⑧
著
作
権
の
保
護
、
⑨
コ
ン
ペ
へ
の
参
加
、
⑩
広
告
規
制
、
⑪
報
酬
規
定
の
遵
守
、
⑫
共
同
事
業
に
係
る
も
の
で
あ

る
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

一
ハ
ー
ハ

ク
セ
ン
職
業
指
針
」
と
い
う
。
）
。
こ
れ
は
、
’
九
九
八
年
一
一
月
一
四
日
の
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
会
に
お
け
る
代
表
者
会
議
に
よ
り
決
議
さ

れ
、
Ｄ
Ａ
Ｂ
で
一
九
九
九
年
一
月
に
公
表
さ
れ
た
翌
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。

な
お
ザ
ク
セ
ン
職
業
指
針
は
、
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
第
一
二
条
、
お
よ
び
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
第
一
三
条
に
基
づ
く
ザ
ク
セ
ン
建
築
家

会
規
則
（
の
血
目
目
的
。
の
Ｒ
胃
、
亘
（
の
江
の
口
百
日
日
の
『
の
ｍ
Ｓ
の
①
口
〔
一
九
九
六
年
一
一
一
月
Ｄ
Ａ
Ｂ
に
公
表
さ
れ
た
翌
日
発
効
〕
）
第
二
条
第

一
項
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
ザ
ク
セ
ン
職
業
指
針
の
内
容
を
み
る
。
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右
の
よ
う
な
前
文
の
下
に
、
①
～
⑫
に
つ
い
て
遵
守
す
べ
き
具
体
的
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
終
規
定
と
施
行
規
定
が

お
か
れ
て
い
る
。

③
総
論
的
規
定

ザ
ク
セ
ン
職
業
指
針
第
一
条
は
、
一
般
的
な
義
務
と
し
て
、
建
築
家
の
行
為
原
則
を
定
め
て
い
る
。
具
体
的
に
ま
ず
、
建
築
家
の
責
任

と
し
て
、
専
門
的
能
力
を
有
す
る
こ
と
、
お
よ
び
良
心
的
な
職
業
遂
行
を
求
め
て
い
る
（
第
一
項
）
。
そ
し
て
、
建
築
関
連
法
規
の
遵
守

（
第
二
項
）
、
お
よ
び
建
築
家
と
い
う
職
業
身
分
に
対
す
る
尊
敬
の
推
進
（
第
三
項
）
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

叩
各
論
的
規
定

⑧
職
業
上
の
名
称
「
建
築
家
」
の
使
用

建
築
家
は
、
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
第
二
条
に
基
づ
き
、
専
門
に
応
じ
て
「
建
築
家
（
シ
『
８
戸
の
江
）
」
、
「
屋
内
建
築
家
（
『
ゴ
コ
の
目
『
‐

：
冒
宣
）
、
「
庭
園
お
よ
び
景
観
建
築
家
（
の
胃
（
の
国
Ｉ
目
□
屈
且
の
。
ｇ
津
の
閂
。
冨
冨
再
）
」
、
「
都
市
計
画
の
た
め
の
建
築
家
（
シ
『
・
亘
佇
の
頁

蔑
『
の
百
口
ｓ
｝
目
目
、
）
」
お
よ
び
「
都
市
計
画
家
（
の
国
□
己
目
の
『
）
」
の
名
称
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
（
第
二
条
第
一
項
）
。
そ
し
て
、

建
築
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
右
の
建
築
家
の
み
が
、
そ
の
名
称
に
語
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
第
二
項
）
。

こ
の
よ
う
に
、
職
業
上
の
名
称
使
用
に
つ
い
て
は
、
建
築
家
法
第
二
条
で
定
め
、
さ
ら
に
重
ね
て
ザ
ク
セ
ン
職
業
指
針
第
二
条
に
お
い

て
も
規
定
し
、
厳
格
に
制
限
し
て
い
る
。

て
も
規
定
し
、
厳
格
に
制

⑥
同
僚
と
し
て
の
態
度

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

六
七
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

六
八

建
築
家
は
互
い
に
同
僚
と
し
て
行
動
す
べ
き
義
務
を
負
う
（
第
三
条
第
一
項
）
。

そ
し
て
、
建
築
家
は
、
思
い
や
り
の
あ
る
態
度
を
と
り
、
同
僚
を
尊
敬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
批
判
は
、
冷
静
か
つ
節
度

を
も
っ
て
な
し
、
ま
た
受
け
入
れ
る
も
の
と
す
る
。
他
の
建
築
家
の
人
格
、
仕
事
の
方
法
、
専
門
知
識
、
お
よ
び
そ
の
能
力
に
関
し
て
さ

げ
す
み
の
言
葉
を
発
す
る
こ
と
は
、
同
僚
を
そ
の
地
位
ま
た
は
そ
の
活
動
か
ら
排
除
し
よ
う
と
す
る
行
為
と
同
様
に
、
建
築
家
界
の
尊
敬

と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
（
同
条
第
二
項
）
。

注
文
者
が
建
築
家
の
交
替
を
求
め
る
と
き
は
、
後
任
建
築
家
は
、
当
該
注
文
者
お
よ
び
前
任
建
築
家
と
の
契
約
が
終
了
し
、
ま
た
は
前

任
、
お
よ
び
後
任
の
両
建
築
家
に
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
場
合
に
の
み
、
受
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
第
三
項
）
。
こ
れ
は
、
前
任
建

築
家
と
後
任
建
築
家
と
の
間
の
紛
争
を
予
防
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
建
築
家
は
、
任
務
遂
行
上
、
自
己
の
自
由
な
意
思
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
利
益
を
要
求
し
た
り
、
ま
た
は
受
領
し
て

は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
手
数
料
や
値
引
き
、
そ
の
他
の
特
典
の
要
求
ま
た
は
受
領
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
（
同
条
第
四
項
）
。

さ
ら
に
、
建
築
家
と
協
力
建
築
家
間
で
労
働
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
（
同
条
第
五
項
）
、
成
果
を
公
表
す
る
場
合
に
は
、
重
要
な
部
分

を
分
担
し
た
協
力
建
築
家
の
名
前
を
あ
げ
る
こ
と
（
同
条
第
六
項
）
が
、
建
築
家
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
て
ま
た
、
建
築
家
間
で
の
建
築
確
認
申
請
に
つ
い
て
の
仲
介
に
お
け
る
利
益
供
与
を
禁
止
し
て
い
る
（
同
条
第
七
項
）
。

建
築
家
は
、
設
計
お
よ
び
建
築
に
対
し
て
刻
々
と
変
化
す
る
要
望
を
批
判
的
に
と
ら
え
、
か
つ
最
新
の
知
識
取
得
の
た
め
の
継
続
教
育

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
第
四
条
）
。

１
 

．
フ
リ
ー
建
築
家
の
独
立
性

Ｉ
 

回
職
業
上
の
教
育
の
継
続
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川
コ
ン
ペ
へ
の
参
加

（
３
）
 

建
築
家
は
、
コ
ン
ペ
に
、
コ
ン
ペ
関
連
規
定
を
遵
守
し
て
、
公
明
正
大
に
成
果
が
審
査
さ
れ
、
お
よ
び
主
催
者
と
参
加
者
と
の
利
益
が

顧
慮
さ
れ
る
場
合
に
の
み
参
加
し
う
る
（
第
九
条
第
一
項
）
。
ま
た
、
コ
ン
ペ
手
続
に
疑
義
の
あ
る
場
合
に
は
、
参
加
者
、
審
査
員
ま
た

は
一
次
審
査
員
と
し
て
の
協
力
要
請
に
つ
い
て
、
建
築
家
会
に
報
告
す
べ
き
義
務
を
負
う
（
同
条
第
二
項
）
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
峨
近
の
勁
向
（
花
立
）

六
九

建
築
家
は
、
他
者
の
精
神
的
財
産
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建
築
家
は
自
己
の
責
任
の
下
で
、
ま
た
は
指
揮
の
下
で
作
成
さ
れ

た
設
計
図
書
ま
た
は
建
築
確
認
設
計
図
書
に
の
み
、
署
名
ま
た
は
印
章
を
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
成
果
に
重
要
な
部

分
で
協
力
し
た
建
築
家
名
を
挙
げ
る
等
の
義
務
を
負
う
（
第
八
条
）
。

建
築
家
に
は
、
注
文
者
の
利
益
保
護
義
務
、
か
つ
職
務
上
知
り
え
た
秘
密
の
保
持
義
務
、
建
築
家
と
注
文
者
間
の
明
確
な
契
約
締
結
義

務
、
協
力
建
築
家
の
職
務
の
範
囲
に
つ
い
て
の
注
文
者
へ
の
説
明
義
務
を
負
う
。
ま
た
、
協
力
建
築
家
の
活
動
の
調
整
義
務
、
建
築
関
係

者
に
対
す
る
注
文
者
の
権
利
保
護
、
お
よ
び
信
義
則
に
基
づ
く
権
利
擁
護
義
務
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
職
業
遂
行
上
第
三
者
の
生
命
、
身
体
、

環
境
お
よ
び
物
に
対
す
る
侵
害
が
生
じ
な
い
よ
う
に
注
意
す
べ
き
義
務
等
を
負
う
（
第
六
条
）
。

㈹
職
業
責
任
保
険
．

図
著
作
権
の
保
護

建
築
家
は
、
そ
の
任
務
遂
行
上
、
注
文
者
に
対
し
て
独
立
し
た
助
言
者
、
お
よ
び
代
弁
者
で
あ
る
。
任
務
遂
行
上
の
独
立
性
を
確
保
す

る
た
め
に
、
自
己
の
営
利
追
求
お
よ
び
建
築
営
利
事
業
上
の
利
益
追
求
を
し
て
は
な
ら
な
い
（
第
五
条
）
。

回
注
文
者
の
利
益
の
保
護

損
害
賠
償
責
任
の
発
生
に
備
え
て
、
十
分
な
職
業
責
任
保
険
へ
の
加
入
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
（
第
七
条
）
。
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②
フ
リ
ー
と
し
て
活
動
す
る
建
築
家
は
、
個
々
の
任
務
を
遂
行
す
る
際
、
そ
の
都
度
、
建
築
家
、
そ
の
他
の
専
門
家
、
お
よ
び
他
の
職

業
に
就
く
者
と
、
そ
れ
ら
の
者
が
自
由
業
と
し
て
活
動
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
職
業
上
の
共
同
事
業
団
体
を
形
成
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
。
個
々
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
異
な
る
職
能
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
者
に
つ
い
て
、
明
確
に
認
識
し
う
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

㈹
共
同
事
業
ｌ
建
築
家
事
務
所
の
法
人
化

共
同
事
業
に
つ
い
て
は
、
概
略
次
の
よ
う
で
あ
る
（
第
一
二
条
）
。

①
建
築
家
は
、
職
務
を
、
共
同
経
営
、
個
人
会
社
、
組
合
、
ま
た
は
株
式
会
社
の
形
態
で
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
任
務
遂

行
上
の
義
務
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
株
式
会
社
の
場
合
に
は
、
名
称
「
建
築
家
」
を
使
用
し
て
、
ま
た
は
言
葉
を
付
加
し
て
、

条
）
。

、
報
酬
規
定
の
遵
守

（
４
）
 

報
酬
は
、
建
築
家
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
た
め
の
報
酬
規
定
に
依
拠
す
べ
き
で
あ
る
。
履
行
さ
れ
た
給
付
と
報
酬
額
と
は
一
致
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
建
築
家
は
、
原
則
と
し
て
報
酬
の
な
い
職
務
を
注
文
者
の
た
め
に
行
わ
な
い
こ
と
等
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
第
二

（
第
一
○
条
）
。
な
お
、

形
態
に
な
っ
て
い
る
。

、
広
告
規
制

社
名
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

い
◎ 

委
託
を
求
め
る
広
告
は
許
さ
れ
る
が
、
他
の
建
築
家
を
比
較
し
た
り
、
け
な
し
た
り
、
ま
た
報
酬
引
き
下
げ
の
広
告
は
許
さ
れ
な
い

三
○
条
）
。
な
お
、
ザ
ク
セ
ン
職
業
規
則
に
お
け
る
広
告
規
定
は
、
他
州
に
比
べ
て
非
常
に
緩
や
か
で
あ
り
、
広
告
が
原
則
許
さ
れ
る

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

七
○
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③
フ
リ
ー
建
築
家
は
、
共
同
事
業
を
行
う
際
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ｌ
職
業
上
共
同
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
観
念
的
に
も
実
質
的
に
も
建
築
営
利
事
業
に
従
事
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
活
動
の
た
め
の
関

係
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と

２
フ
リ
ー
建
築
家
は
、
大
学
、
単
科
大
学
、
芸
術
単
科
大
学
、
な
い
し
は
同
程
度
の
教
育
課
程
の
卒
業
を
証
明
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
み
共
同
事
業
を
行
う
こ
と

３
建
築
家
が
共
同
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
取
引
上
全
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
個
別
に
あ
げ
る
こ
と

Ⅲ
そ
の
他

Ⅲ
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
会
名
誉
規
則

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

そ
の
他
最
終
規
定
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
一
三
条
）
。

１
職
業
に
反
す
る
行
為
は
、
建
築
家
会
の
名
誉
委
員
会
に
お
け
る
手
続
に
お
い
て
処
分
さ
れ
る
。

２
建
築
家
会
の
会
員
間
の
職
業
上
の
紛
争
は
、
通
常
裁
判
所
に
提
訴
す
る
前
に
、
ま
ず
調
停
委
員
会
に
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

３
職
業
上
の
原
則
は
、
職
業
上
の
義
務
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
建
築
家
と
い
う
職
業
の
高
度
文
化
的
、

社
会
的
か
つ
経
済
的
意
義
を
、
常
に
意
識
す
る
建
築
家
の
み
が
、
職
業
上
の
身
分
に
対
す
る
自
己
の
義
務
を
、
完
全
に
全
う
す
る
も

の
で
あ
る
。
全
て
の
建
築
家
は
、
建
築
家
と
い
う
職
業
に
適
用
さ
れ
る
法
規
定
を
熟
知
す
べ
き
義
務
を
負
う
。
ま
た
建
築
家
は
、
職

業
上
の
義
務
の
不
知
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
職
業
裁
判

七
一

Hosei University Repository



旧
ザ
ク
セ
ン
名
誉
裁
判
の
対
象

ザ
ク
セ
ン
建
築
家
会
会
員
の
職
業
に
反
す
る
行
為
は
、
名
誉
手
続
に
お
い
て
懲
戒
処
分
さ
れ
る
・
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
第
四
条
第
一
項

一
①
）

お
よ
び
第
二
項
に
示
さ
れ
た
、
建
築
家
お
よ
び
都
市
計
画
家
（
以
下
、
両
者
を
併
せ
て
建
築
家
と
い
う
。
）
の
職
業
上
の
義
務
に
違
反
し
、

そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
職
業
に
対
す
る
尊
敬
を
害
し
た
者
が
、
職
業
に
反
す
る
行
為
を
し
た
こ
と
に
な
る
・
個
別
事
情
に
よ
り
、
任
務
遂

行
上
、
ま
た
は
職
業
上
の
地
位
に
対
す
る
尊
敬
に
と
っ
て
、
と
く
に
著
し
く
尊
敬
か
つ
信
頼
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
よ
う
な
態
度
を
と
る

者
も
同
様
に
名
誉
裁
判
の
対
象
と
な
る
。

政
治
、
宗
教
、
経
済
お
よ
び
芸
術
上
の
見
解
お
よ
び
行
為
、
ま
た
は
経
済
的
な
職
業
問
題
に
対
す
る
論
評
は
、
名
誉
手
続
の
対
象
と
な

ら
な
い
（
ザ
ク
セ
ン
名
誉
規
則
第
一
条
）
。

拙
著
第
二
部
の
バ
ー
ー
ナ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に
お
け
る
建
築
家
職
業
裁
判
の
項
で
紹
介
し
た
内
容
と
同
様
に
、
ザ
ク
セ
ン
名
誉

規
則
も
基
本
的
に
手
続
を
重
視
し
て
い
る
。

主
に
み
た
サ
ク
セ
ン
墹
業
指
針
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
同
指
針
第
一

る
。
こ
の
職
業
裁
判
は
、
ザ
ク
セ
ン
州
で
は
、
名
誉
裁
判
と
称
す
る
。
夕

一
項
第
二
号
お
よ
び
第
二
一
条
第
六
項
に
基
づ
い
て
、
ザ
ク
セ
ン
州
建
箪

ョ
の
『
蟹
Ｃ
房
の
ゴ
以
下
、
ザ
ク
セ
ン
名
誉
規
則
と
い
う
。
）
が
定
め
ら
れ
〒

た
日
の
翌
日
か
ら
発
効
し
た
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

七
二

右
に
み
た
ザ
ク
セ
ン
職
業
指
針
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
同
指
針
第
一
三
条
第
一
項
に
基
づ
い
て
、
職
業
裁
判
に
よ
り
懲
戒
処
分
さ
れ

る
。
こ
の
職
業
裁
判
は
、
ザ
ク
セ
ン
州
で
は
、
名
誉
裁
判
と
称
す
る
。
名
誉
裁
判
の
手
続
の
た
め
に
、
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
第
一
六
条
第

一
項
第
二
号
お
よ
び
第
二
一
条
第
六
項
に
基
づ
い
て
、
ザ
ク
セ
ン
州
建
築
家
会
名
誉
規
則
（
両
耳
目
・
ａ
。
目
的
Ｑ
の
『
シ
『
Ｃ
三
扇
再
８
百
日
‐

己
の
『
の
口
Ｃ
房
の
ゴ
以
下
、
ザ
ク
セ
ン
名
誉
規
則
と
い
う
。
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
九
六
年
一
一
一
月
の
Ｄ
Ａ
Ｂ
に
公
表
さ
れ
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③
名
誉
裁
判
の
手
続

回
名
誉
手
続
の
請
求
権
（
第
一
二
条
）

名
誉
手
続
は
、
委
員
、
理
事
会
、
監
督
官
庁
ま
た
は
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
第
九
条
第
三
項
お
よ
び
第
四
項
に
定
め
る
建
築
家
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
者
の
請
求
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
三
者
の
申
し
立
て
た
請
求
に
つ
い
て
は
、
名
誉
手
続
の
開
始
に
関
し
て
名
誉

用
さ
れ
る
。

名
誉
手
続
は
、
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
会
に
お
い
て
構
成
さ
れ
る
名
誉
委
員
会
で
行
わ
れ
る
（
同
規
則
第
一
○
条
）
。

⑪
名
誉
委
員
会
の
委
員
の
除
斥
お
よ
び
忌
避
（
第
二
条
）

名
誉
委
員
会
の
委
員
は
、
裁
判
官
で
あ
る
と
す
れ
ば
法
律
に
従
っ
て
裁
判
官
の
職
務
行
使
か
ら
除
斥
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
偏
頗
の
お
そ

れ
を
理
由
に
忌
避
さ
れ
る
場
合
に
は
、
対
象
の
手
続
に
関
与
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
二
一
一
条
お
よ
び
第
二
四
条
が
準

委
員
会
が
決
定
す
る
。

ｕ
名
誉
手
続
開
始
（
第
一
三
条
）

名
誉
手
続
の
開
始
決
定
に
つ
い
て
、
名
誉
委
員
会
の
委
員
長
が
、
事
実
が
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る
と
き
に
は
、
関
与
す
る

陪
席
を
招
集
す
る
。
そ
し
て
名
誉
委
員
会
は
、
直
ち
に
手
続
の
開
始
を
決
定
す
る
。
開
始
決
定
の
謄
本
を
、
各
一
部
ず
つ
、
手
続
の
対
象

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
般
近
の
動
向
（
花
立
）

七
三

回
管
轄

名
誉
手
続
の
請
求
は
、

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ザ
ク
セ
ン
名
誉
裁
判
の
手
続
規
定
に
よ
れ
ば
、
概
略
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

名
誉
委
員
会
委
員
長
に
対
し
て
書
面
を
も
っ
て
行
う
。
こ
れ
に
は
、
証
拠
資
料
を
挙
示
し
、
詳
細
な
理
由
を
付
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様
で
あ
る
。

㈹
非
公
開
（
第
一
五
条
）

手
続
は
非
公
開
で
あ
る
。

図
対
象
者
の
欠
席
（
第
一
六
条
）

対
象
者
が
法
規
に
則
っ
て
召
喚
さ
れ
て
い
た
場
合
で
、
か
つ
、

合
に
は
、
口
頭
弁
論
は
、
そ
の
欠
席
中
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

伽
審
理
の
経
過
（
第
一
七
条
）

口
頭
弁
論
に
証
人
が
欠
席
す
る
場
合
に
は
、
名
誉
委
員
会
委
員
長
が
そ
の
調
書
内
容
を
朗
読
す
る
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

口
頭
弁
論
に
つ
い
て
、

招
集
さ
れ
た
陪
席
、
お
し

鑑
定
人
が
召
喚
さ
れ
る
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

七
四

者
、
招
集
さ
れ
た
陪
席
お
よ
び
当
建
築
家
会
の
理
事
会
宛
に
送
達
す
る
。

開
始
決
定
に
際
し
て
は
、
職
業
に
対
す
る
尊
敬
を
損
な
っ
た
行
為
が
認
め
ら
れ
る
事
実
、
調
査
の
重
要
な
結
果
、
お
よ
び
証
拠
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
一
三
条
）
。

⑥
口
頭
弁
論
（
第
一
四
条
）

対
象
建
築
家
お
よ
び
そ
の
弁
護
人
に
対
す
る
召
喚
状
の
中
に
、
名
誉
委
員
会
に
関
与
す
る
委
員
、
証
人
お
よ
び
鑑
定
人
を
挙
示
し
な
け

く
ま
ず
場
所
と
期
日
は
、
名
誉
委
員
会
委
員
長
が
決
定
す
る
。
口
頭
弁
論
に
は
、
対
象
建
築
家
、
そ
の
弁
護
人
、

お
よ
び
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
会
会
長
が
召
喚
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
審
理
に
お
い
て
聴
取
の
必
要
の
あ
る
証
人
お
よ
び

欠
席
の
た
め
の
説
得
力
の
あ
る
理
由
を
適
時
に
書
面
で
提
出
し
な
い
場

対
象
者
が
外
国
に
い
る
か
、
ま
た
は
そ
の
所
在
地
が
不
明
の
場
合
も
同
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こ
の
決
定
書
の
謄
本
に
は
、
不
服
申
立
方
法
が
付
さ
れ
る
。
不
服
の
場
合
に
は
ザ
ク
セ
ン
州
建
築
家
法
第
一
八
条
第
八
項
が
準
用
さ
れ
、

（
６
）
 

行
政
裁
判
所
に
そ
の
取
消
を
求
め
て
提
訴
し
》
つ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
鹸
近
の
動
向
〈
花
立
）

七
江

㈹
決
定
の
告
知
（
第
二
（

決
定
は
、
決
定
に
つ
い
一

は
書
面
に
記
さ
れ
、
か
つ
呵

書
の
謄
本
が
送
達
さ
れ
る
。

そ
し
て
対
象
建
築
家
の
聴
聞
後
に
、
証
人
お
よ
び
鑑
定
人
が
聴
取
さ
れ
る
。

他
の
証
拠
が
必
要
な
と
き
に
は
、
名
誉
委
員
会
は
、
他
の
証
人
お
よ
び
鑑
定
人
の
召
喚
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
証
拠
調
べ
の
終

結
後
、
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
会
会
長
お
よ
び
弁
護
人
は
、
意
見
表
明
の
機
会
を
持
つ
。
ま
た
会
長
は
、
代
理
人
に
意
見
表
明
を
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
対
象
建
築
家
が
最
後
に
陳
述
す
る
。

Ⅲ
審
議
と
決
定
（
第
一
九
条
）

名
誉
委
員
会
の
審
議
は
秘
密
と
さ
れ
る
。
そ
の
審
議
に
は
、
任
命
さ
れ
た
名
誉
委
員
会
の
委
員
の
み
が
参
加
し
う
る
。
そ
し
て
決
定
は
、

手
続
を
打
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
対
象
事
案
に
お
け
る
義
務
違
反
の
程
度
が
軽
微
な
と
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
名
誉
委
員
会
が
行

う
。
他
方
、
手
続
を
打
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
対
象
建
築
家
が
建
築
家
名
簿
へ
の
登
録
を
断
念
す
る
と
き

が
で
き
る
。
対
象
建
築
家
が
最
後
に
陳
些

、
名
誉
手
続
の
打
切
り
（
第
一
八
条
）

口
頭
審
理
に
引
き
続
い
て
告
知
さ
れ
る
。

㈹
決
定
の
告
知
（
第
二
○
条
）

で
あ
る
。

決
定
に
つ
い
て
の
主
文
の
朗
読
、
お
よ
び
決
定
理
由
の
重
要
な
部
分
を
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
告
知
さ
れ
る
。
ま
た
、
決
定

さ
れ
、
か
つ
理
由
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
象
建
築
家
、
そ
の
弁
護
人
お
よ
び
理
事
会
に
は
、
理
由
を
付
し
た
決
定
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⑪
費
用
と
そ
の
負
担

名
誉
手
続
に
要
し
た
手
数
料
お
よ
び
立
替
金
は
、
ザ
ク
セ
ン
州
建
築
家
会
報
酬
規
則
の
定
め
に
従
っ
て
徴
収
さ
れ
る
。
ま
た
、
証
人
の

（
７
）
 

立
替
金
お
よ
び
補
償
は
、
証
人
お
よ
び
鑑
定
人
補
償
法
に
も
と
づ
い
て
支
給
さ
れ
る
（
第
二
二
条
）
。

決
定
に
際
し
て
、
手
続
費
用
の
負
担
者
が
定
め
ら
れ
る
。
対
象
建
築
家
が
不
処
分
の
と
き
は
、
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
会
が
負
担
す
る
。
代

理
人
お
よ
び
補
佐
人
の
召
喚
費
用
は
償
還
さ
れ
な
い
。

２
二
○
，
○
○
○
Ｄ
Ｍ
以
下
の
制
裁
金

３
建
築
家
会
の
組
織
ま
た
は
委
員
会
に
お
け
る
委
員
の
資
格
剥
奪

４
建
築
家
会
の
組
織
に
お
け
る
選
挙
権
ま
た
は
被
選
挙
権
の
四
年
間
の
剥
奪

②
前
①
２
か
ら
４
に
掲
げ
た
措
置
は
、
併
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
職
業
義
務
違
反
の
訴
追
は
、
四
年
経
過
す
る
と
時
効
と
な
る
。
時
効
の
開
始
、
停
止
お
よ
び
中
断
に
つ
い
て
は
、
刑
法
第
七
八
条
ａ

第
一
文
、
第
七
八
条
ｂ
お
よ
び
第
七
八
条
ｃ
第
一
項
か
ら
第
四
項
が
準
用
さ
れ
る
。
当
該
行
為
が
刑
法
に
も
逆
反
す
る
場
合
に
は
、
職

業
義
務
違
反
の
訴
追
は
刑
事
訴
追
と
同
時
に
時
効
と
な
る
。

④
制
裁
金
は
建
築
家
会
の
収
入
と
な
る
。

名
誉
手
続
を
経
て
科
さ
れ
る
処
分
の
内
容
は
、
第
二
一
条
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
名
誉
手
続
に
お
い
て
は
、
次
の
措
置
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅲ
・
処
分
内
容

１
鑓
責

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

七
六
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ザ
ク
セ
ン
州
に
お
け
る
建
築
家
関
連
法
の
中
で
、
他
州
と
際
立
っ
て
異
な
る
点
は
、
広
告
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
ザ
ク
セ
ン
職
業
指

針
第
一
○
条
は
、
委
託
を
求
め
る
広
告
は
許
さ
れ
る
が
、
他
の
建
築
家
と
の
比
較
広
告
、
他
の
建
築
家
を
け
な
し
た
り
、
ま
た
報
酬
引
き

下
げ
の
広
告
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
ザ
ク
セ
ン
川
の
広
告
規
制
は
こ
の
一
条
の
み
で
あ
り
、
広
告
に
つ
い
て
は
原
則
自
由
の
考
え

方
を
採
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

誉
委
員
会
が
、
公
正
な

⑪
名
誉
規
則
の
欠
峡

名
誉
手
続
は
、
本
規

他
州
の
広
告
規
定
は
、
許
さ
れ
る
形
態
を
例
外
的
に
示
す
方
法
で
、
広
告
に
つ
い
て
原
則
禁
止
を
採
っ
て
い
る
。
し
か
し
社
会
・
経
済

上
の
変
化
か
ら
、
注
文
者
へ
の
情
報
提
供
の
一
環
と
し
て
建
築
家
が
広
告
を
な
し
う
る
よ
う
に
、
広
告
の
許
さ
れ
る
形
態
を
拡
大
す
る
方

法
で
広
告
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
の
中
、
ザ
ク
セ
ン
州
で
は
、
制
定
時
よ
り
広
告
に
つ
い
て
原
則
自
由
を
採

こ
の
背
景
と
し
て
、
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
当
時
の
ザ
ク
セ
ン
州
の
状
況
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
ザ
ク
セ
ン

州
に
は
州
都
の
ド
レ
ス
デ
ン
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ッ
ヒ
も
あ
っ
た
。
と
く
に
ラ
ィ
プ
ッ
ィ
ッ
ヒ
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
を
代
表
す

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
岐
近
の
助
向
（
花
立
）

ヒ
ヒ

り
入
れ
て
い
る
。

有
罪
ま
た
は
手
続
の
打
切
り
の
場
合
の
費
用
は
、
対
象
建
築
家
が
負
担
す
る
。

名
誉
委
員
会
の
委
員
長
に
よ
っ
て
手
続
が
中
止
さ
れ
た
場
合
に
は
委
員
長
が
、
他
方
第
一
八
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
の
場
合
に
は
名

委
員
会
が
、
公
正
な
裁
量
に
よ
り
費
用
負
担
を
決
定
す
る
（
第
二
三
条
）
。

五
ザ
ク
セ
ン
州
に
お
け
る
建
築
家
関
連
法
の
特
色

本
規
則
に
別
段
の
定
め
の
な
い
限
り
、
非
訟
事
件
手
続
法
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
（
第
二
四
条
）
。
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Ⅲ
建
築
家
法
改
正
の
動
向

建
築
家
法
は
、
主
と
し
て
次
の
点
で
改
正
さ
れ
て
い
る
。

女
性
詞
を
用
い
た
建
築
家
の
名
称
使
用
権
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
域
内
の
建
築
家
の
名
称
使
用
権
限
に
つ
い
て
、
四
年

制
以
上
の
大
学
卒
業
の
学
位
を
有
す
る
者
を
、
ド
イ
ツ
国
内
の
学
位
と
同
等
の
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
る
と
の
規
定
が
追
加
さ
れ
た
。
都
市

拙
著
第
二
部
で
は
、
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
主
体
と
し
、
そ
の
関
連
で
の
み
限
定
的
に
建
築
家
法
を
と
り
あ
げ
た
。
以
下
で
は
、
拙

著
で
触
れ
な
か
っ
た
も
の
も
含
め
て
、
建
築
家
法
の
動
向
を
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

七
八

る
第
一
の
都
市
で
あ
り
、
国
際
見
本
‐
市
の
開
か
れ
る
商
業
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
ザ
ク
セ
ン
州
に
お
い
て
は
、
広
告
原
則
禁
止
の
前
提
と
な
る
、
広
告
が
建
築
家
の
社
会
的
地
位
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
い
う
考
え
方
を
採
用
せ
ず
、
む
し
ろ
原
則
自
由
を
選
択
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
州
の
広
告
規
制
緩
和

の
動
向
に
鑑
み
て
、
ザ
ク
セ
ン
州
は
む
し
ろ
先
駆
的
で
あ
り
、
他
州
も
追
随
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
（
広
告
に
つ
い
て
Ⅱ
２
②
で
後

述
）
。Ⅱ
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に
お
け
る
建
築
家
法
と
建
築
家
職
業
規
則
の
動
向

パ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
建
築
家
法
の
動
向
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建
築
家
法
第
二
条
は
、
職
業
Ｌ

次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

計
画
家
が
、
建
築
家
法
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
ま
た
建
築
家
職
業
裁
判
の
処
分
内
容
が
、
重
く
変
更
さ
れ
て
い
る
。

建
築
家
は
法
人
設
立
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
建
築
家
名
簿
に
共
同
事
業
や
有
限
責
任
会
社
で
登
録
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
建
築
家
・
女
性
建
築
家
と
い
う
職
業
名
の
使
用
権
限
を
、
実
習
中
の
者
に
も
認
め
る
に
至
っ
た
。

他
に
も
、
戦
争
帰
還
兵
の
項
の
削
除
等
が
あ
る
。

な
お
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
建
築
家
法
（
宵
。
ご
【
の
六
〔
の
眉
の
⑪
の
肩
）
の
改
正
は
、
’
九
九
○
年
八
月
一
日
（
○
ご
国
一
・

国
Ｓ
）
、
一
九
九
四
年
六
月
一
五
日
（
○
四
．
ぐ
Ｃ
日
」
台
・
］
①
Ｅ
）
お
よ
び
一
九
九
九
年
一
○
月
五
日
（
○
国
一
・
の
．
一
一
一
）
に
な
さ
れ
た
。

次
に
、
主
だ
っ
た
個
々
の
改
正
点
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

②
女
性
建
築
家
の
取
り
扱
い

③
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
建
築
家
法
の
場
合

建
築
家
法
第
二
条
は
、
職
業
上
の
名
称
使
用
権
限
者
を
定
め
た
規
定
で
あ
る
。
そ
し
て
本
条
に
、
女
性
を
示
す
詞
の
名
称
が
追
加
さ
れ
、

「
職
業
上
の
名
称
「
建
築
家
」
ま
た
は
「
女
性
建
築
家
（
シ
『
。
ご
｛
の
頁
ご
）
」
、
｜
‐
屋
内
建
築
家
」
ま
た
は
「
女
性
屋
内
建
築
家
（
自
目
の
目
『
‐

昌
一
（
の
召
ご
）
」
、
「
庭
園
お
よ
び
景
観
建
築
家
」
ま
た
は
「
女
性
庭
園
お
よ
び
景
観
建
築
家
（
○
四
『
（
の
ゴ
ー
目
昌
Ｌ
目
Ｑ
印
。
訂
｛
扇
凹
『
・
宮
（
の
宍
‐

言
）
」
、
「
都
市
計
画
家
」
ま
た
は
「
女
性
都
市
計
画
家
（
の
（
且
Ｂ
一
目
の
『
旨
）
」
は
、
相
当
す
る
名
称
で
建
築
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
者
、

ま
た
は
第
八
条
に
よ
り
こ
の
職
業
上
の
名
称
使
用
の
権
限
を
与
え
ら
れ
た
者
の
み
が
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

さ
ら
に
、
同
条
第
三
項
に
は
そ
の
職
務
形
態
に
応
じ
た
名
称
使
用
権
限
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
建
築
家
事

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
峨
近
の
動
向
（
花
立
）

七
九
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国項器
一へ肩
、=〆－－

全
て
の
州
の
建
築
家
法
に
、
女
性
詞
の
職
業
名
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
。
た
と
え
ば
、
ヘ
ッ
セ
ン
建
築
家
法
（
｝
』
＄

巴
⑰
８
の
⑰
シ
『
ｏ
三
｛
の
丙
（
目
、
⑦
の
⑦
白
（
の
ぐ
国
一
・
「
の
。
、
ｓ
）
や
ラ
ィ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ッ
建
築
家
法
（
シ
『
Ｃ
目
の
頁
の
温
の
の
⑦
自
幻
ゴ
の
ヨ
ー

］
目
ロ
ー
勺
｛
四
一
Ｎ
（
の
「
四
・
ｍ
・
巴
、
）
）
な
ど
に
は
、
そ
の
よ
う
な
文
言
は
み
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
そ
の
女
性
詞
を
加
え
た
と
し
て
も
、
建
築
家
法
に
お
け
る
表
現
に
は
若
干
相
違
が
あ
る
。

バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
建
築
家
法
に
お
け
る
と
同
様
の
形
式
を
採
る
の
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
建
築
家
法
（
第
二
条
第
一
項
）

（
国
昌
の
１
ｍ
Ｓ
の
⑰
シ
『
８
冒
寓
⑩
ご
頤
の
⑰
の
盲
（
の
ぐ
囚
，
の
．
②
田
）
）
、
ザ
ク
セ
ン
・
ア
ン
ハ
ル
ト
建
築
家
法
第
三
条
第
一
項
（
シ
『
、
宮
（
の
蚕
の
口
的
の
，

⑫
の
肩
口
の
の
Ｆ
四
日
①
印
の
：
。
⑩
の
ゴ
ー
シ
目
昌
（
の
ご
囚
，
の
・
国
色
）
）
、
お
よ
び
シ
ユ
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
建
築
家
法
第
三
条
第
一

項
（
国
の
厨
目
〔
日
ロ
呂
目
、
Ｑ
の
『
ｚ
２
｛
、
の
⑫
目
、
Ｑ
の
の
シ
『
Ｃ
三
芹
の
亘
の
ロ
ー
ロ
且
旨
、
の
己
の
こ
『
百
日
ロ
〕
の
『
ぬ
の
、
の
目
の
印
（
の
ぐ
○
国
一
・
の
。
三
・
－
頭
・
の
．

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
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○

務
所
」
ま
た
は
「
都
市
計
画
家
」
、
ま
た
は
同
様
の
付
加
語
は
、
そ
の
事
務
所
の
た
め
に
、
同
条
第
一
項
に
従
っ
て
相
当
す
る
名
称
の
使

用
権
限
を
有
す
る
者
の
み
が
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
第
一
条
に
よ
る
職
務
を
自
由
業
と
し
て
行
い
、
か
つ
営
利
事
業
に
従

事
し
な
い
者
は
、
建
築
家
名
簿
に
登
録
後
、
「
フ
リ
ー
「
｜
を
付
し
て
次
の
よ
う
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
「
フ
リ
ー
建
築

家
」
ま
た
は
「
女
性
フ
リ
ー
建
築
家
（
［
『
巴
の
シ
『
○
三
【
の
宣
旨
）
」
、
「
フ
リ
ー
屋
内
建
築
家
」
、
ま
た
は
「
女
性
フ
リ
ー
屋
内
建
築
家

（
｛
国
の
百
口
の
二
日
Ｃ
曰
戸
①
百
ヨ
）
」
、
「
フ
リ
ー
庭
園
お
よ
び
景
観
建
築
家
」
ま
た
は
「
女
性
フ
リ
ー
庭
園
及
び
景
観
建
築
家
（
埒
の
一
の
○
四
『
‐

（
の
ロ
ー
目
Ｑ
Ｅ
己
切
・
冨
津
団
『
呂
冒
胃
ご
）
」
、
「
フ
リ
ー
都
市
計
画
家
」
ま
た
は
「
フ
リ
ー
女
性
都
市
計
画
家
（
冒
一
の
の
一
日
（
己
一
目
の
『
ご
）
」

で
あ
る
。
そ
し
て
、
他
の
語
を
付
加
す
る
場
合
に
は
、
職
業
名
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

川
他
州
の
建
築
家
法
の
場
合

全
て
の
州
の
建
築
家
法
に
、

で
あ
る
。
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ま
た
、
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
第
二
条
第
五
項
は
、
「
女
性
は
女
性
を
表
す
詞
の
形
式
で
職
業
上
の
名
称
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
し
て
い
る
（
の
胃
。
②
一
の
◎
ず
①
砂
胃
。
ご
芹
の
江
の
ロ
、
⑦
の
①
目
（
の
ご
ｍ
ｌ
，
の
。
①
ｓ
）
）
。
こ
の
よ
う
な
形
式
で
女
性
詞
を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
は
、

他
に
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
第
一
条
第
四
項
（
ｚ
－
８
の
『
出
島
巴
⑪
Ｓ
の
⑰
胃
呂
冒
江
の
ｐ
晩
の
の
①
（
閑
（
二
口
の
，
の
『
四
・
ｍ
・
函
田
）
）
、
チ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
建
築
家
法
第
一
条
第
四
項
（
弓
言
『
ご
砲
の
『
シ
『
ｏ
冨
訂
写
の
口
的
の
ｍ
の
（
暁
（
○
『
国
一
・
②
」
ｇ
）
）
な
ど
に
み
ら
れ
る
。

⑥
女
性
詞
で
の
名
称
使
用
の
導
入

女
性
詞
で
の
名
称
使
用
が
導
入
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
胃
。
豆
（
の
貢
が
男
性
建
築
家
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
か
ら
、
情
報
提
供
の
一

環
と
し
て
、
女
性
建
築
家
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
一
月

一
日
現
在
の
統
計
に
よ
る
と
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に
お
け
る
建
築
家
数
は
、
女
性
一
七
、
五
九
二
人
、
男
性
八
○
、
六

（
８
）
 

四
八
人
で
あ
る
。
す
で
に
女
性
建
築
家
が
全
体
の
う
ち
の
一
一
○
％
を
超
え
る
割
合
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
女
性
建
築
家
数
の
増
加

も
、
女
性
詞
導
入
の
一
因
と
考
え
ら
れ
う
る
。

プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
建
築
家
法
で
は
、
宵
：
冒
丙
（
ヨ
ま
た
は
シ
『
ｏ
冨
芹
の
頁
冒
ロ
①
目
『
９
号
宣
曰
ま
た
は
百
二
の
目
『
・
言
の
頁
の
四
『
‐

合
の
ロ
ー
ロ
ロ
ロ
ほ
四
口
身
。
ｐ
呉
国
『
ｏ
亘
庁
の
頁
ヨ
ま
た
は
の
閂
（
①
ｐ
ｌ
Ｅ
ｐ
Ｑ
Ｆ
四
百
・
の
○
ず
四
｛
ご
『
○
三
片
の
六
戸
シ
円
。
曰
（
①
再
冒
ご
『
の
Ｅ
Ｃ
Ｂ
一
四
口
こ
□
、
Ｃ
Ｑ
①
『

シ
『
ｏ
三
（
鳥
｛
曾
『
の
国
Ｑ
８
ｌ
ｇ
目
賄
と
表
記
さ
れ
て
い
る
（
第
一
条
第
一
項
）
。
こ
の
よ
う
に
、
男
性
詞
が
女
性
詞
の
後
に
表
記
さ
れ
て
ぃ

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

③
都
市
計
画
家
制
度
の
導
入

側
建
築
家
制
度
の
導
入

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

八
一
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都
市
計
画
家
の
任
務
に
つ
い
て
は
、
「
造
形
、
技
術
、
経
済
、
生
態
学
お
よ
び
社
会
的
に
、
地
域
お
よ
び
都
市
を
計
画
す
る
こ
と
で
あ

り
、
と
り
わ
け
都
市
計
画
上
の
諸
計
画
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
一
条
第
四
項
）
。

同
条
第
五
項
に
よ
れ
ば
、
こ
の
都
市
計
画
家
の
任
務
に
は
、
建
築
家
と
と
も
に
、
設
計
お
よ
び
施
工
の
調
整
的
な
指
揮
を
と
る
こ
と
、

お
よ
び
監
理
を
行
う
こ
と
、
計
画
の
企
画
お
よ
び
実
施
と
関
係
す
る
す
べ
て
の
問
題
に
つ
い
て
委
託
者
に
助
言
す
る
こ
と
、
世
話
お
よ
び

代
行
す
る
｝
」
と
も
含
む
。
さ
ら
に
、
建
築
家
と
と
も
に
、
設
計
お
よ
び
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
合
理
化
を
は
か
る
こ
と
、
並
び
に
専
門

的
な
鑑
定
報
告
を
行
う
と
い
っ
た
職
務
も
加
わ
る
。

な
お
、
ヘ
ッ
セ
ン
建
築
家
法
第
一
条
第
一
項
に
は
、
こ
れ
ま
で
そ
も
そ
も
「
都
市
計
画
建
築
家
（
の
【
豊
（
の
ｇ
目
『
・
言
の
百
）
」
と
い
う

概
念
が
存
し
て
お
り
（
国
の
の
巴
の
８
の
⑪
胃
Ｃ
曰
斤
の
亘
の
局
の
⑪
の
目
（
の
ぐ
国
一
・
円
の
．
ｍ
＆
）
、
「
都
市
計
画
家
（
の
国
・
旦
目
臼
）
」
と
い
う
用
語
が

用
い
ら
れ
て
い
な
い
州
も
あ
る
。

⑪
制
度
導
入
の
背
景

都
市
計
画
家
と
し
て
登
録
が
可
能
と
な
っ
た
。

建
築
家
法
第
一
条
第
六
項
第
一
文
は
、
「
第
一
項
お
よ
び
第
三
項
の
建
築
家
の
任
務
に
は
、
都
市
計
画
の
実
施
、
都
市
計
画
上
の
助
言
、

都
市
計
画
上
の
鑑
定
、
お
よ
び
開
発
計
画
お
よ
び
地
域
計
画
、
そ
の
実
施
に
向
け
た
協
力
も
ま
た
入
る
。
」
と
規
定
さ
れ
変
更
が
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
建
築
家
は
、
都
市
計
画
に
係
る
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
現
在
も
ま
た
こ
の
点
に
変
更
は
な
い
。

そ
こ
に
専
門
の
都
市
計
画
家
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
同
項
第
二
文
に
、
「
都
市
計
画
家
の
任
務
に
は
、
開
発
計
画
お
よ
び
地
域
計
画
の

実
施
に
向
け
た
協
力
も
ま
た
入
る
。
」
と
新
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
建
設
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
活
動
す
る
者
も
、
要
件
を
充
足
す
れ
ば
、

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

建
築
家
法
に
都
市
計
画
家
が
加
え
ら
れ
た
。

八
一

一

Hosei University Repository



（
９
）
 

都
市
計
画
の
注
文
者
は
、
主
と
Ｉ
し
て
地
方
公
辻
〈
団
体
で
あ
る
。
比
較
的
規
模
の
大
き
い
公
益
性
の
強
い
都
市
計
画
は
、
個
人
の
建
築
物

に
係
わ
る
も
の
と
は
異
な
る
。
ま
た
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
環
境
問
題
等
多
種
多
様
な
問
題
を
含
め
て
、
地
方
公
共
団

体
、
ひ
い
て
は
そ
の
地
域
を
利
用
す
る
人
々
に
有
用
な
都
市
計
画
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
期
待
に
対
応
し
う
る
専
門

家
が
必
要
だ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
う
る
。

４
冠
下
Ｅ
Ｔ
Ｌ
上
罠
ｑ
則
防
尺
阿

（
Ⅱ
｝
 

Ｅ
Ｕ
に
よ
る
建
築
家
指
針
は
、
大
学
卒
業
の
相
互
承
認
、
お
よ
び
開
業
権
の
よ
り
広
い
正
式
な
要
件
を
規
定
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

建
築
家
の
職
業
上
の
名
称
の
下
で
通
常
行
わ
れ
る
活
動
に
関
係
が
あ
る
。
高
層
建
築
物
の
設
計
・
監
理
を
行
う
建
築
家
に
適
用
さ
れ
、
し

（
肥
）

か
も
独
立
し
た
建
築
家
の
活
動
に
４
℃
、
非
独
立
の
建
築
家
の
活
動
に
も
適
用
さ
れ
る
。
全
て
の
関
係
国
家
は
、
関
係
国
家
に
所
属
す
る
者

の
た
め
に
、
共
通
域
内
で
交
付
さ
れ
た
大
学
卒
業
お
よ
び
資
格
証
明
を
認
め
、
そ
し
て
国
内
の
証
明
と
同
様
の
効
果
を
そ
の
者
に
付
与
す

そ
の
た
め
の
要
件
と
し
て
は
、
教
育
が
一
定
の
最
低
限
度
の
要
求
に
合
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
勉
学
は
、
単
科
大
学
の
水
準
で

終
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
詳
細
に
構
築
さ
れ
た
一
定
の
知
識
お
よ
び
専
門
を
伝
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

全
基
礎
課
程
最
低
四
年
間
、
ま
た
は
全
教
育
課
程
最
低
三
年
間
を
含
む
六
年
間
を
必
要
と
し
、
か
つ
単
科
大
学
の
水
準
の
試
験
を
終
了
し

テ（》。屋
内
、
景
観
、
お
よ
び
都
市
計
画
建
築
家
な
い
し
は
都
市
計
画
家
に
は
、
単
科
大
学
卒
業
の
承
認
の
た
め
の
一
般
規
定
に
関
す
る
指
針

が
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
指
針
は
、
承
認
の
条
件
と
し
て
、
最
低
三
年
の
（
専
門
）
単
科
大
学
で
の
勉
学
、
お
よ
び
関
係
国
家
か
ら
交
付
さ

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

八
三

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
皿
）

Ｅ
Ｕ
Ｌ
」
の
関
係
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⑤
職
業
裁
判
所
に
お
け
る
懲
戒
処
分

建
築
家
法
第
四
条
第
一
項
（
学
位
）
ま
た
は
第
二
項
（
実
務
経
験
一
○
年
）
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
で
も
、
Ｅ
Ｕ
関
係
国
家
に
属

す
る
者
、
ま
た
は
他
の
Ｅ
Ｕ
経
済
領
域
協
定
の
契
約
国
家
に
属
す
る
者
は
、
職
業
上
の
名
称
使
用
権
限
を
有
す
る
。
但
し
、
大
学
卒
業
証

明
書
、
試
験
成
績
等
の
証
明
、
教
育
後
専
門
職
務
領
域
に
お
け
る
実
務
活
動
最
低
二
年
間
を
証
明
し
た
場
合
等
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
屋
内
、
庭
園
お
よ
び
景
観
建
築
家
ま
た
は
都
市
計
画
家
と
し
て
、
大
学
卒
業
試
験
等
を
通
っ
た
者
、
申
請
前
の
一
○
年
間
に

最
低
二
年
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
応
じ
て
登
録
を
な
し
う
る
。

つ
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
域
内
で
四
年
制
以
上
の
大
学
相
当
の
建
築
課
程
の
学
位
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
自
国
内
で
の
学
位
取
得
と
同
等
に

承
認
さ
れ
る
（
第
四
条
第
四
項
第
二
号
）
。

な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
こ
の
Ｅ
Ｕ
指
針
に
基
づ
い
て
建
築
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
外
国
人
建
築
家
数
は
、
建
築
家
数
に
係
る
資
料

の
範
囲
内
で
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

回
改
正

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

八
四

れ
た
大
学
卒
業
証
明
書
の
提
一
不
を
あ
げ
る
。
承
認
は
、
一
定
の
場
ム
ロ
に
は
職
業
上
の
経
験
を
証
明
す
る
か
、
派
生
お
よ
び
容
認
国
家
に
お

（
旧
）

い
て
重
要
な
相
違
が
あ
る
場
ム
ロ
に
は
、
適
へ
ロ
課
程
ま
た
は
補
足
審
査
に
依
る
。

そ
こ
で
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
建
築
家
法
は
、
名
簿
登
録
要
件
と
し
て
、
外
国
人
建
築
家
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
て

そ
こ
で
、
バ
ー
デ
ン
・

い
る
（
第
四
条
第
四
項
）
。

建
築
家
職
業
裁
判
に
お
け
る
処
分
内
容
は
、
建
築
家
法
に
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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（
川
）

そ
し
て
第
二
文
の
後
半
が
加
え
ら
れ
た
。
建
築
家
法
第
八
条
第
一
一
項
の
外
国
人
建
築
家
ま
た
は
都
市
計
画
家
に
つ
い
て
は
、
第
一
一
一
号
の

建
築
家
会
に
お
け
る
名
誉
活
動
権
限
の
剥
奪
が
で
き
な
い
。
第
四
号
の
登
録
抹
消
の
代
わ
り
に
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ニ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

八
五

改
正
は
次
の
点
で
あ
る
。

第
二
号
の
制
裁
金
が
増
額
さ
れ
た
。
ま
た
第
三
号
で
は
、
建
築
家
会
に
お
け
る
活
動
権
限
の
剥
奪
期
間
が
、
五
年
か
ら
一
○
年
に
延
長

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
共
同
事
業
お
よ
び
建
築
家
の
有
限
責
任
会
社
の
名
簿
登
録
を
認
め
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
第
五
号
が
新
た
に
加
え
ら

れ
、
処
分
内
容
に
そ
の
共
同
事
業
の
登
録
抹
消
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
第
一
九
条
職
業
裁
判
所
の
懲
戒
処
分

職
業
裁
判
所
の
処
分
は
、
次
の
各
号
で
あ
る
。

２
五
○
，
○
○
○
Ｄ
Ｍ
ま
で
の
制
裁
金

３
建
築
家
会
に
お
け
る
名
誉
職
上
の
活
動
権
限
に
つ
い
て
一
○
年
ま
で
の
剥
奪

４
建
築
家
名
簿
の
登
録
抹
消

５
第
二
ａ
条
第
四
項
ま
た
は
第
二
ｂ
条
第
六
項
に
基
づ
く
共
同
事
業
お
よ
び
建
築
家
の
有
限
責
任
会
社
の
名
簿
登
録
の
抹
消

建
築
家
法
第
八
条
第
二
項
の
外
国
人
建
築
家
ま
た
は
都
市
計
画
家
に
つ
い
て
は
、
第
三
号
の
処
分
が
で
き
な
い
。
第
四
号
の
代
わ

り
に
、
第
八
条
第
二
項
第
二
文
に
よ
る
登
録
抹
消
と
と
も
に
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に
お
い
て
第
二
条
第
一
項
お
よ
び

第
二
項
の
名
称
使
用
が
禁
止
さ
れ
る
。

第
二
号
お
よ
び
第
三
号
な
ら
び
に
第
二
号
お
よ
び
第
四
号
ま
た
は
第
二
文
後
半
の
措
置
は
、
併
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

１
戒
告
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ま
た
、
制
裁
金
額
の
増
加
要
因
と
し
て
、
制
裁
の
目
的
と
効
果
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
う
る
。
そ
も
そ
も
懲
戒
制
度
は
、
建
築
家
と
い

う
社
会
的
身
分
を
害
し
た
者
に
、
自
治
的
制
裁
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
建
築
家
自
身
に
、
社
会
的
身
分
を
害
さ
な
い
よ
う
に
警

告
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
的
は
、
社
会
的
尊
敬
を
得
ら
れ
る
建
築
家
の
身
分
を
保
持
す
る
こ
と
で
、
高
い
社
会
的
・
経
済
的

地
位
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
制
裁
金
額
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
建
築
家
の
身
分
を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
促
す
効

果
を
一
層
期
待
し
た
と
も
い
え
よ
う
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
同
様
に
建
築
家
会
で
の
活
動
停
止
期
間
延
長
の
背
景
に
も
あ
て
は
ま
る
と
考

さ
ら
に
、
パ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に
お
け
る
建
築
家
数
は
、
一
九
八
七
年
一
月
一
日
現
在
一
二
‐
五
二
三
人
で
あ
っ
た
の

が
、
’
九
九
九
年
一
月
一
日
現
在
一
七
，
三
三
一
人
に
増
加
し
て
い
る
。
一
九
九
八
年
に
一
七
，
○
七
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
｜
年
で
二

果
を
一
層
期
澤

え
ら
れ
う
る
。

制
裁
金
が
増
額
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に
お
け
る
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
シ
ユ
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
建
築
家
法
第
二
二
条
第
一
項
第
二
号
で
も
、
旧
規
定
で
は
一
○
，
○
○
○
万
Ｄ
Ｍ
で

（
旧
）

あ
っ
た
も
の
が
四
○
，
○
○
○
Ｄ
Ｍ
に
増
額
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
ド
イ
ツ
刑
法
第
四
○
条
に
規
定
す
る
罰
金
刑
は
、
日
割
罰
金
で
あ
り
、
日
数
に
よ
り
科
刑
さ
れ
る
（
第
一
項
）
。
そ
し
て
一

日
分
の
額
は
、
裁
判
所
が
行
為
者
の
一
身
上
お
よ
び
経
済
上
の
関
係
を
考
慮
し
て
こ
れ
を
決
定
す
る
（
第
二
項
）
。
つ
ま
り
、
罰
金
刑
に

経
済
上
の
関
係
が
反
映
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
も
、
経
済
情
勢
に
応
じ
て
制
裁
金
額
に
変
更
が
あ
り
う
る
も
の
と
考
え

一
わ
れ
る
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

八
六

お
い
て
職
業
上
の
名
称
使
用
が
禁
止
さ
れ
、
第
八
条
第
二
項
第
二
文
に
よ
る
外
国
人
用
の
登
録
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

⑪
制
裁
強
化
の
背
景
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（
旧
）

六
○
人
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
建
築
家
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
建
築
家
間
の
競
争
も
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
の
人
口
は
、
’
九
八
七
年
五
月
一
一
六
日
現
在
九
，
一
一
八
六
，
四
○
○
人
、
’
九
九
八
年
一

（
Ⅳ
）
 

二
月
一
一
一
一
日
現
在
一
○
，
’
一
一
七
四
，
五
○
○
人
で
あ
る
。
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に
お
い
て
は
、
一
九
八
七
年
当
時
、
人
口

比
約
七
四
一
人
に
対
し
て
建
築
家
一
人
の
割
合
で
あ
っ
た
。
’
九
九
八
年
に
は
、
人
口
比
約
六
○
七
人
に
対
し
て
建
築
家
一
人
の
割
合
に

（
旧
）

な
っ
て
お
り
、
建
築
家
間
の
競
争
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
建
築
家
間
の
競
争
激
化
を
原
因
と
す
る
建
築
家
の
職
業
規
則
違
反
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
抑
制
す

る
狙
い
で
、
制
裁
金
の
増
額
お
よ
び
建
築
家
会
で
の
活
動
停
止
期
間
の
延
長
を
は
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
し
て
、
制
裁
内
容
の
変
更
は
、
建
築
家
会
に
課
さ
れ
た
使
命
の
一
つ
の
表
れ
と
も
考
え
ら
れ
う
る
。
建
築
家
会
は
、
第
一
に
建
築
家

の
職
業
上
の
身
分
を
当
局
に
代
弁
す
る
。
そ
し
て
、
経
済
的
、
社
会
的
観
点
に
お
い
て
職
業
身
分
上
の
全
て
の
利
益
を
代
表
す
る
。
そ
れ

｛
Ⅲ
）
 

ゆ
え
に
建
築
家
ロ
ロ
治
を
維
持
す
る
た
め
に
、
建
築
家
会
は
、
名
誉
裁
判
を
行
い
制
裁
を
課
す
権
利
を
有
す
る
。

建
築
家
会
の
目
的
に
つ
い
て
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
建
築
家
会
会
長
（
三
．
一
碕
自
狛
四
の
三
。
）
は
、
従
前
通
り
に
建
築

家
会
は
、
会
員
、
当
局
、
お
よ
び
全
て
の
建
築
専
門
家
に
助
力
す
る
機
関
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
建
築
家
会
は
そ
れ
ゆ

え
に
、
法
律
お
よ
び
規
則
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
た
任
務
と
と
も
に
、
会
員
に
包
括
的
役
務
を
提
供
す
る
。
さ
ら
に
職
業
政
策
上
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
全
て
の
会
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
速
や
か
に
情
報
を
事
務
所
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

つ
ま
り
建
築
家
会
は
、
職
業
身
分
を
保
持
す
べ
く
、
建
築
家
に
資
す
る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
こ
う
と
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

建
築
家
に
係
る
法
律
、
お
よ
び
規
則
も
社
会
・
経
済
情
勢
を
常
に
反
映
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
制
裁
金
や
建
築
家
会
活
動
停
止
期
間

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

八
七

み
に
つ
い
て
、
全
て
（

（
鋤
）

に
提
供
す
る
と
い
う
。
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建
築
家
法
第
二
条
第
二
項
は
新
設
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
実
習
中
」
を
付
し
、
バ
ー
ー
ア
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に
お

（
別
）

い
て
相
当
す
る
名
称
で
職
業
資
格
規
定
に
従
う
実
務
活
動
を
行
い
、
か
つ
当
該
職
業
名
で
建
築
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
者
は
、
第
一
項
に

（
犯
）

掲
げ
ら
れ
た
名
称
に
「
実
習
中
」
を
付
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
相
当
す
る
名
称
使
用
の
資
格
を
与
一
え
ら

れ
た
外
国
人
も
、
「
実
習
中
」
を
付
し
て
職
業
上
の
名
称
を
使
用
し
う
る
こ
と
と
な
っ
た
。

伽
実
習
中
の
者
の
名
称
使
用
権
限
の
背
景

こ
れ
ま
で
は
、
実
習
中
の
者
の
職
業
上
の
名
称
使
用
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
第
四
条
第
二
項
に
定
め
る
資
格

を
有
さ
な
い
者
、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
の
大
学
、
芸
術
大
学
、
専
門
単
科
大
学
、
ま
た
は
同
程
度
の
教
育
を
受
け
て
卒
業
し
た
者
で
な
い
者

に
も
、
第
四
条
第
三
項
は
、
名
称
使
用
の
権
限
を
与
え
る
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
建
築
家
名
簿
に
登
録
し
て
い
る
建
築
家
、
ま
た
は
都
市
計
画
家
の
下
で
、
第
一
条
の
専
門
の
職
務
領
域
に
つ
い
て
、

最
低
一
○
年
の
実
務
、
ま
た
は
同
程
度
の
活
動
を
証
明
し
う
る
者
に
も
、
使
用
権
限
を
与
え
る
と
す
る
。
ま
た
、
個
々
の
専
門
に
つ
い
て
、

第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
た
教
育
に
相
当
す
る
知
識
を
、
登
録
委
員
会
に
対
し
て
証
明
し
う
る
者
に
も
、
使
用
権
限
を
与
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
職
業
名
称
の
使
用
権
限
を
持
た
な
い
ま
ま
、
実
習
中
と
い
う
形
態
で
一
○
年
以
上
実
務
に
就
く
場
合
も
出
て
く
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
こ
の
間
、
実
習
中
と
い
え
ど
も
、
実
際
上
は
建
築
家
の
専
門
領
域
で
、
そ
の
専
門
に
即
し
た
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に

⑥
実
習
中
に
お
け
る
職
業
上
の
名
称
使
用

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

を
考
慮
し
た
と
も
い
え
よ
う
。

回
実
習
中
の
者
の
名
称
使
用

八
八
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そ
う
で
あ
れ
ば
、
建
築
家
と
い
う
社
会
的
地
位
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
名
称
使
用
を
制
限
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
諸
規
定
、
と
く
に

職
業
規
則
の
遵
守
を
促
す
こ
と
の
方
が
賢
明
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
実
習
中
の
者
に
名
称
の
使
用
権
限
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
業

規
則
の
遵
守
を
課
し
、
さ
ら
に
そ
の
遵
守
の
確
保
を
目
的
に
し
た
懲
戒
処
分
が
可
能
と
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
建
築
家
法
第
四
条
第
三
項
を
受
け
て
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
建
築
家
職
業
規
則
前
文
中
の
第
二
文
で
、

建
築
家
お
よ
び
都
市
計
画
家
、
な
ら
び
に
実
習
中
の
建
築
家
お
よ
び
都
市
計
画
家
は
、
職
業
規
則
を
遵
守
す
べ
き
義
務
を
負
う
と
、
新
規

な
る
。

追
加
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
建
築
家
法
に
実
習
中
の
者
の
名
称
使
用
権
限
を
認
め
る
こ
と
で
、
実
習
中
の
建
築
家
お
よ
び
都
市
計
画
家
に
対
し
て
も
、

職
業
規
則
を
遵
守
さ
せ
、
そ
の
違
反
者
を
懲
戒
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
建
築
家
の
社
会
的
地
位
の
確
保
を

目
的
と
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

ｍ
法
人
設
立

③
建
築
家
事
務
所
の
法
人
化

建
築
家
法
第
二
条
ａ
に
建
築
家
の
共
同
事
業
、
お
よ
び
第
二
条
ｂ
に
有
限
責
任
会
社
設
立
の
名
簿
登
録
に
つ
い
て
、
新
規
に
規
定
さ
れ

た
。

共
同
事
業

共
同
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
ａ
に
よ
れ
ば
、
概
略
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
岐
近
の
動
向
（
花
立
）

八
九
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③
責
任
保
険

登
録
要
件
は
、
そ
の
共
同
事
業
体
が
建
築
家
会
の
会
員
に
適
用
さ
れ
る
職
業
上
の
義
務
を
遵
守
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
共
同

事
業
契
約
の
中
に
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

パ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に
事
務
所
ま
た
は
支
所
が
あ
る
フ
リ
ー
建
築
家
お
よ
び
都
市
計
画
家
は
、
共
同
事
業
を
行
う
こ
と

（
鋼
）

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
建
築
家
会
の
会
員
最
低
一
名
左
一
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
含
み
、
か
つ
そ
の
共
同
事
業
体
が
、
建
築
家
会
の
登
録
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。

そ
の
共
同
事
業
体
は
、
建
築
家
、
屋
内
建
築
家
、
庭
園
お
よ
び
景
観
建
築
家
、
お
よ
び
都
市
計
画
家
、
な
ら
び
に
建
築
家
事
務
所
も
し

く
は
都
市
計
画
家
事
務
所
、
ま
た
は
同
様
の
語
を
付
加
し
た
名
称
を
用
い
て
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

登
録
簿
申
請
義
務
は
、
建
築
家
ま
た
は
都
市
計
画
家
と
い
う
職
業
名
（
建
築
家
法
第
二
条
）
を
使
用
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
が
負
う
。
登
録

申
請
時
に
は
、
公
的
に
認
証
さ
れ
た
共
同
事
業
契
約
に
係
る
謄
本
等
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
同
事
業
契
約
の
変
更
は
建
築
家

会
に
遅
滞
な
く
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

登
録
委
員
会
は
、
共
同
事
業
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
る
共
同
事
業
体
が
職
業
名
の
使
用
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
登
録
審
査

員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
録
お
よ
び
抹
消
に
つ
い
て
は
登
録
委
員
会
が
決
定
す
る
。

た
だ
し
共
同
事
業
体
の
登
録
簿
へ
の
記
載
に
よ
っ
て
、
そ
の
共
同
事
業
体
が
建
築
家
協
会
の
会
員
と
な
る
わ
け
で
な
い
。

②
義
務
の
遵
守

①
登
録

共
同
事
業
体
に
は
、
自
己
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
た
め
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
お
よ
び
職
員
の
職
業
活
動
上
生
ず
る
危
険
責
任
を
補
填
す
る

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

九
○
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職
業
責
任
保
険
へ
の
加
入
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
共
同
事
業
体
を
継
続
す
る
た
め
に
、
共
同
事
業
登
録
簿
へ
の
登
録
を
堅

持
す
る
義
務
が
あ
る
と
し
、
賠
償
責
任
の
負
担
に
耐
え
う
る
よ
う
配
慮
を
求
め
て
い
る
。

職
業
責
任
保
険
は
、
五
年
後
に
生
ず
る
危
険
責
任
に
備
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
長
期
に
わ
た
る
保
険
加
入
を
想
定
し

④
登
録
抹
消

個
別
事
案
毎
の
最
低
責
任
保
険
額
は
、
具
体
的
に
、
人
的
損
害
に
つ
い
て
は
三
○
○
万
Ｄ
Ｍ
、
そ
の
他
の
損
害
に
つ
い
て
は
五
○
万
Ｄ

Ｍ
と
し
て
い
る
。
な
お
、
加
入
後
一
年
内
に
生
じ
た
全
損
害
に
対
す
る
保
険
業
者
の
支
払
い
は
、
最
低
保
険
額
の
二
倍
額
に
制
限
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
、
保
険
会
社
の
一
定
範
囲
の
免
責
を
認
め
る
。

共
同
事
業
体
は
、
自
ら
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
た
め
に
、
暇
疵
あ
る
職
業
上
の
行
為
か
ら
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
賠
償
責
任
を
、

予
め
提
示
さ
れ
た
契
約
条
件
の
中
で
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
限
定
し
た
と
し
て
も
、
物
的
損
害
お
よ
び
財
産
損
害
の
場
合
に

は
最
低
保
険
額
の
四
倍
に
、
そ
し
て
人
的
損
害
の
場
合
に
は
最
低
保
険
額
の
一
倍
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
建
築
家
会
は
、
保
険
契
約
法
第
一
五
八
ｃ
条
第
二
項
の
管
理
機
関
と
な
り
、
職
業
責
任
保
険
の
事
務
を
行
う
。

建
築
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
一
人
が
そ
の
登
録
を
抹
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、
建
築
家
会
管
轄
の
共
同
事
業
の
登
録

は
、
第
七
条
規
定
の
登
録
抹
消
要
件
（
活
動
終
了
、
当
州
で
の
住
所
取
消
し
、
登
録
取
り
下
げ
、
登
録
の
無
効
他
）
に
基
づ
い
て
抹
消
さ

れ
る
。
ま
た
共
同
事
業
体
内
の
他
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、
第
二
条
の
職
業
の
名
称
使
用
権
限
を
有
し
て
い
な
い
場
合
に
も
抹
消
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
共
同
事
業
体
が
解
散
し
た
場
合
、
そ
の
他
登
録
要
件
が
充
足
さ
れ
な
い
場
合
に
は
抹
消
さ
れ
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
の
脱
退
を
理
由
に
、
建
築
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
が
パ
ー
ト
ナ
ー
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
い
う
第
一
項
の
要
件

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

九
一

て
い
る
。
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有
限
責
任
会
社
名
と
し
て
職
業
上
の
名
称
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
次
の
場
合
で
あ
る
。

有
限
賀
任
会
社
は
、
建
築
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
共
同
出
資
者
の
専
門
に
応
じ
て
、
第
二
条
第
一
項
規
定
の
建
築
家
、
ま
た
は
都

市
計
画
家
と
い
っ
た
名
称
ま
た
は
適
切
な
付
加
語
を
、
そ
の
屋
号
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
個
々
の
専
門
の
共
同
出
資
者

が
、
少
な
く
と
も
持
分
議
決
権
の
四
分
の
一
を
占
め
、
そ
の
団
体
が
第
一
条
規
定
の
建
築
家
ま
た
は
都
市
計
画
家
の
任
務
だ
け
を
事
業
対

象
に
し
、
そ
し
て
建
築
家
会
管
轄
の
有
限
責
任
会
社
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
以
外
に
、
そ
の
共
同
出
資
者
が
、
職
業
上
の
名
称
と
並
ん
で
、
拡
大
し
た
職
業
上
の
名
称
（
フ
リ
ー
）
を
も
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
に
限
っ
て
、
有
限
責
任
会
社
は
、
職
業
名
称
を
拡
大
し
て
そ
の
屋
号
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
登
録

①
名
称
使
用 法
学
志
林

を
欠
い
た
場
合
に
は
、

期
間
と
さ
れ
て
い
る
。

⑪
有
限
責
任
会
社

申
請
し
た
団
体
が
有
限
責
任
会
社
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
る
の
は
、
次
の
諸
条
件
を
満
た
し
た
場
合
と
さ
れ
て
い
る
。

ｌ
そ
の
団
体
が
、
パ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に
住
所
ま
た
は
支
所
を
有
す
る
。

２
団
体
関
係
者
に
自
然
人
が
存
し
、
フ
リ
ー
と
し
て
の
給
付
を
、
建
築
に
お
け
る
設
計
、
助
言
、
企
画
の
指
揮
、
ま
た
は
監
理
の
領

域
で
行
い
、
か
つ
ド
イ
ツ
の
大
学
、
美
術
大
学
ま
た
は
同
程
度
の
教
育
機
関
の
卒
業
を
証
明
す
る
。

有
限
責
任
会
社
に
つ
い
て
、
第
二
条
ｂ
に
は
概
略
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

第
九
十
八
巻
第
三
号

九
二

登
録
審
査
会
は
、
登
録
要
件
を
再
び
充
足
し
う
る
た
め
の
相
当
期
間
を
定
め
る
。
但
し
こ
れ
は
半
年
を
超
え
な
い
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共
同
経
営
契
約
の
変
更
、
共
同
出
資
者
の
櫛
成
お
よ
び
代
表
に
関
し
て
、
登
録
法
に
示
さ
れ
る
限
り
で
、
そ
れ
ら
は
遅
滞
な
く
建
築
家

会
に
公
的
な
文
書
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
届
出

③
登
録
内
容

登
録
簿
に
は
、

⑥
登
録
抹
消

（
割
）

共
同
出
資
者
ま
た
は
事
務
執
行
者
の
一
人
に
、
欠
格
事
由
（
登
録
拒
否
）
（
第
六
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
）
が
あ
る
場
へ
ロ
に
は
、
有

限
責
任
会
社
の
登
録
簿
へ
の
登
録
は
拒
否
さ
れ
る
。

⑤
登
録
拒
否

有
限
会
社
の
登
録
簿
へ
の
登
録
は
、
次
の
場
合
に
抹
消
さ
れ
る
。

団
体
が
解
消
さ
れ
た
と
き
、
団
体
が
登
録
を
文
書
で
断
念
し
た
と
き
、
右
の
②
お
よ
び
⑤
に
示
し
た
よ
う
な
登
録
要
件
を
欠
く
か
、
ま

た
は
後
日
登
録
拒
否
さ
れ
る
と
き
、
お
よ
び
欠
格
事
由
が
な
お
存
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
で
あ
る
。

ま
た
、
共
同
出
資
者
ま
た
は
代
表
者
に
対
す
る
職
業
裁
判
の
手
続
上
、
建
築
家
名
簿
か
ら
の
抹
消
が
確
定
力
を
も
っ
た
と
き
に
抹
消
さ

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

九
三

３
建
築
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
、
共
同
出
資
者
中
に
過
半
数
存
す
る
。

４
代
表
者
が
、
建
築
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

５
共
同
経
営
契
約
に
お
い
て
次
の
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
共
同
経
営
権
お
よ
び
代
表
権
を
代
表
者
が
委
任
で
き
ず
、

お
よ
び
そ
の
団
体
が
、
建
築
家
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
関
係
者
に
適
用
さ
れ
る
職
業
上
の
義
務
を
遵
守
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。

会
社
の
名
称
、
住
所
、
団
体
の
目
的
、
管
理
者
お
よ
び
共
同
出
資
者
の
氏
名
な
ら
び
に
職
業
が
記
載
さ
れ
る
。

Hosei University Repository



Ⅲ
職
業
規
則
の
改
正

た
と
え
ば
、
一
人
の
建
築
家
が
欠
け
た
り
、
長
期
不
在
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
継
続
的
に
仕
事
を
行
い
う
る
。
ま
た
、
リ
ス
ク
を
分
散

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
務
所
な
い
し
は
会
社
と
し
て
、
築
き
上
げ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
顧
客
な
ど
の
情
報
を
幅
広
く
有
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
大
規
模
な
建
築
の
場
合
に
も
、
個
人
で
は
受
託
す
る
こ
と
が
無
理
で
あ
っ
た
り
、
建
築
家
の
協
力
関
係
締
結
の
手
続
の
煩
雑
さ
か

ら
受
託
し
な
か
っ
た
も
の
が
、
事
務
所
な
い
し
は
会
社
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
建
築
家
の
受
託
領
域
が
広
が
る
。
さ
ら

に
は
専
門
領
域
の
異
な
る
建
築
家
が
集
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
様
な
仕
事
の
受
託
が
可
能
と
な
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
・
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
法
人
化
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
う
る
。

が
は
か
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

建
築
家
事
務
所
の
法
人
化
に
よ
っ
て
、
建
築
家
は
、
複
数
以
上
の
建
築
家
と
事
務
所
や
会
社
を
経
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
務
所
な
い
し
は
会
社
自
体
が
権
利
義
務
の
主
体
と
な
り
う
る
。
主
体
と
な
り
う
る
こ
と
で
、
安
定
的
経
営

と
き
等
に
も
抹
消
さ
れ
る
。

⑪
法
人
化
導
入
の
背
景

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

九
四

れ
る
。
さ
ら
に
、
登
録
後
、
第
五
項
第
二
文
の
共
同
出
資
者
の
一
人
ま
た
は
代
表
の
一
人
に
、
登
録
を
拒
否
し
う
る
欠
格
事
由
が
存
す
る

と
い
う
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
は
そ
の
事
実
が
生
じ
た
と
き
、
お
よ
び
そ
の
事
実
の
発
生
か
ら
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い

バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
建
築
家
職
業
規
則
（
以
下
で
は
職
業
規
則
と
い
う
。
）
は
、
一
九
九
八
年
一
一
月
一
一
一
一
日
に
改
正
法

ニ
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
建
築
家
職
業
規
則
の
動
向
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広
告
規
制
は
、
職
業
上
の
責
任
に
対
す
る
建
築
家
の
認
識
、
独
立
し
た
代
弁
者
の
地
位
、
お
よ
び
建
築
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
建
築

家
の
特
別
な
義
務
に
対
す
る
社
会
の
信
頼
、
こ
れ
ら
を
維
持
し
、
か
つ
強
化
す
る
こ
と
に
資
す
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
商
業
上
の
宣
伝
要
素
を
も
つ
よ
う
な
広
告
は
、
建
築
家
の
職
業
に
対
し
て
誤
っ
た
職
業
像
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

九
五

職
業
上
許
さ
れ
な
い
広
告
を
禁
止
す
る
目
的
は
、
営
利
事
業
に
お
い
て
通
常
行
わ
れ
て
い
る
広
告
と
い
う
方
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
自

由
業
ラ
リ
ー
）
の
一
員
で
あ
る
建
築
家
の
職
業
像
が
歪
め
ら
れ
る
こ
と
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
反
職

業
上
の
広
告
に
よ
っ
て
、
建
築
家
の
職
業
上
の
活
動
に
対
し
て
不
安
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
偏
見
が
生
じ
た
場
合
の
影
響
に
鑑
み
、
社
会
を

保
護
す
る
こ
と
に
資
す
る
た
め
で
あ
る
。

規
定
さ
れ
て
い
る
。

引
一
ム
吉
混
削
り
．

⑪
広
告
内
容

が
成
立
し
、
同
年
一
二
月
八
日
発
効
し
た
。
主
な
改
正
点
と
し
て
、
職
域
の
た
め
の
広
告
規
制
緩
和
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
文
に
、

実
習
中
の
建
築
家
お
よ
び
都
市
計
画
家
の
職
業
規
則
遵
守
義
務
が
追
加
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
点
で
大
き
な
変
更
は
み
ら
れ
な
い
。

な
お
広
告
規
制
緩
和
は
、
日
本
で
も
弁
護
士
広
告
が
二
○
○
○
年
一
○
月
よ
り
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
以

下
で
は
、
広
告
規
制
緩
和
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

②
広
告
規
制
緩
和

職
業
規
則
第
一
条
は
、
建
築
家
と
都
市
計
画
家
の
職
業
上
遵
守
す
べ
き
具
体
的
な
義
務
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
第
七
項
で
広
告
規
制
が

広
告
規
制
の
目
的
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⑥
建
築
標
識
お
よ
び
事
務
所
標
識
を
取
り
付
け
る
こ
と

⑦
特
定
の
名
宛
人
の
範
囲
に
向
け
ら
れ
た
、
ま
た
は
回
状
に
応
じ
て
特
定
の
目
的
に
応
募
す
る
た
め
の
、
会
員
に
よ
る
自
己
の
作
品
の

推
挙
（
事
務
所
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

ば
な
ら
な
い
。

②
既
得
の
職
業
上
の
付
加
的
資
格
を
あ
げ
る
こ
と

③
事
務
所
の
場
所
お
よ
び
住
所
を
示
す
こ
と
、
事
務
所
の
規
模
を
示
す
こ
と
、
事
務
所
が
技
術
お
よ
び
人
的
に
装
備
し
て
い
る
こ
と

④
語
（
カ
ラ
ー
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
も
含
む
）
、
標
章
お
よ
び
社
章

⑤
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
お
よ
び
寄
稿

た
だ
し
内
容
が
客
観
的
で
か
つ
押
し
つ
け
が
ま
し
く
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
同
僚
と
し
て
の
、
お
よ
び
競
争
法
上
の
原
則
を
遵
守

し
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。

形
式
、
内
容
お
よ
び
頻
度
に
お
い
て
、
異
様
で
厚
か
ま
し
い
も
の
で
な
い
す
べ
て
の
広
告
方
法
（
ポ
ス
タ
ー
や
ス
ポ
ッ
ト
放
送
な
ど
）

で
、
職
業
に
関
連
す
る
客
観
的
な
情
報
は
許
さ
れ
る
。
広
告
す
る
た
め
の
特
別
の
動
機
は
必
要
で
な
い
。

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
広
告
が
許
さ
れ
る
。

①
建
築
家
の
活
動
の
重
点
を
あ
げ
る
こ
と

建
築
家
は
職
業
上
の
自
己
の
特
徴
を
示
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
建
築
家
は
場
合
に
よ
っ
て
は
、
挙
示
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ

⑩
許
さ
れ
る
広
告

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

九
六

し
た
が
っ
て
、
建
築
家
の
広
告
は
、
厚
か
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
り
、
推
奨
し
た
り
売
り
込
む
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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「
報
酬
規
定
に
し
た
が
う
報
酬
」
の
よ
う
に
、
自
明
の
こ
と
を
主
張
す
る
広
告

不
正
競
争
防
止
法
上
の
詐
欺
的
お
よ
び
不
当
な
広
告
を
す
る
こ
と

ま
た
、
自
己
の
職
業
上
の
役
務
を
他
の
会
員
の
役
務
と
比
較
す
る
こ
と

③
他
人
の
費
用
負
担
に
よ
る
出
版
物
に
お
い
て
個
人
的
な
自
己
宣
伝
を
す
る
こ
と

た
だ
し
、
こ
れ
は
第
三
者
の
費
用
負
担
に
よ
っ
て
、
そ
の
独
立
性
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。

④
新
聞
広
告
そ
の
他
類
似
の
も
の
に
お
い
て
、
建
築
物
に
つ
い
て
建
築
家
が
広
告
す
る
こ
と

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
鹸
近
の
動
向
（
花
立
）

九
七

と
く
に
、
次
の
よ
う
な
広
告
活
動
は
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

①
建
築
家
の
作
品
を
厚
か
ま
し
く
推
奨
す
る
こ
と
、
お
よ
び
公
然
と
勧
誘
す
る
こ
と

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
発
送
す
る
こ
と

折
り
込
み
印
刷
物
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
公
然
と
掲
示
す
る
こ
と

②
「
周
知
の
建
築
事
務
所
：
｜
、
「
…
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
、
「
わ
れ
わ
れ
は
常
に
価
格
を
遵
守
す
る
」
な
ど
、
自
己
評
価
に
よ
る
建
築
家

⑧
事
務
所
の
パ
ン
フ

⑨
見
本
市
や
展
示
会

⑩
自
費
出
版
物
に
お

⑪
電
話
帳
お
よ
び
住

⑪
許
さ
れ
な
い
広
告

の
質
を
宣
伝
す
る
こ
と

事
務
所
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
あ
た
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
客
観
的
情
報

見
本
市
や
展
示
会
で
の
自
己
の
作
品
の
展
示

自
費
出
版
物
に
お
け
る
個
人
的
な
自
己
描
写

電
話
帳
お
よ
び
住
所
録
、
な
ら
び
に
デ
ー
タ
記
憶
媒
体
に
、
氏
名
お
よ
び
職
業
上
の
名
称
を
強
調
さ
せ
る
こ
と
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

九
八

回
旧
規
定
に
お
け
る
広
生
曰
規
制

旧
規
定
で
の
広
告
規
制
に
つ
い
て
、
参
考
ま
で
に
次
に
示
し
て
お
く
。

「
建
築
家
の
職
能
に
対
す
る
尊
敬
を
推
進
す
る
た
め
に
、
建
築
家
は
、
控
え
目
な
か
つ
厚
か
ま
し
く
な
い
形
態
で
の
み
広
告
す
る
、
ま

た
は
申
し
込
み
を
行
う
も
の
と
す
る
。

そ
の
他
以
下
の
こ
と
は
許
さ
れ
る
。

Ｉ
実
際
的
な
内
容
お
よ
び
形
態
で
、
日
刊
新
聞
へ
の
厚
か
ま
し
く
も
な
く
推
奨
す
る
わ
け
で
も
な
い
広
告
（
例
え
ば
、
新
住
所
、
新

し
い
電
話
番
号
、
建
築
家
登
録
簿
へ
の
新
登
録
に
つ
い
て
、
連
盟
の
設
立
に
つ
い
て
）

ｌ
新
聞
お
よ
び
雑
誌
、
ま
た
は
そ
の
他
の
著
作
権
確
保
を
目
的
と
す
る
出
版
物
に
名
前
を
あ
げ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
建
築
物
完
成
の

際
の
要
約
し
た
広
告
の
中
で
、
設
計
・
監
理
を
行
っ
た
建
築
家
の
名
前
を
あ
げ
る
こ
と

ｌ
同
僚
を
求
め
る
た
め
に
Ｄ
Ａ
Ｂ
へ
広
告
す
る
こ
と
（
例
え
ば
、
設
計
の
大
家
ｌ
部
分
給
付
に
つ
い
て
も
１
－
求
む
）
、
お
よ
び

ｌ
電
話
局
お
よ
び
地
域
的
電
話
帳
お
よ
び
住
所
録
に
、
求
援
と
し
て
簡
単
な
太
字
印
刷
で
名
前
を
強
調
す
る
こ
と

そ
の
他
以
下
の
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

ｌ
新
聞
、
雑
誌
お
よ
び
そ
の
他
の
出
版
物
に
、
直
接
的
に
委
託
申
込
み
ま
た
は
建
築
家
の
給
付
を
申
し
出
る
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と

ｌ
同
じ
こ
と
は
回
状
に
も
適
用
さ
れ
る
１
．

－
電
話
帳
お
よ
び
住
所
録
極
ら
び
に
職
業
別
電
話
帳
へ
の
広
告
ｌ
と
く
に
職
業
別
電
話
帳
に
お
い
て
名
前
を
強
調
す
る
こ
と

ｌ
」

同
僚
へ
の
同
様
の
回
状
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事
務
所
の
場
所
や
住
所
等
に
つ
い
て
、
旧
規
定
で
控
え
め
な
形
態
を
強
調
し
て
い
た
も
の
が
新
規
定
で
は
消
え
て
い
る
。
ま
た
、
語
や

社
章
等
を
示
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
電
話
帳
や
住
所
録
等
に
、
強
調
し
て
氏
名
お
よ
び
職
業
上
の
名
称
を
掲
載
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
旧
規
定
で
は
、
こ
れ
が
許
さ
れ
な
い
広
告
と
さ
れ
て
い
た
。

右
の
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
厚
か
ま
し
く
営
利
追
求
の
要
素
の
強
い
も
の
で
な
い
広
告
で
あ
れ
ば
、
許
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｇ
を
用
い
た
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
広
告
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
広
告
媒
体
自
体
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
適
応
す
べ
く
、
新
聞
、
電
話
帳
や
住
所
録
に
限
定
さ
れ
て
い
た
建
築
家
の
広
告
媒
体
が
、
品
位
に
欠
け
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
あ
ら

ゆ
る
媒
体
で
広
告
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
形
式
、
内
容
お
よ
び
頻
度
も
自
由
に
な
っ
て
い
る
。

旧
規
定
で
は
、
建
築
家
の
著
作
権
確
保
の
た
め
に
氏
名
を
あ
げ
る
程
度
で
、
広
告
が
許
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
新
規
定
で
は
、

広
告
内
容
が
、
建
築
家
自
身
の
職
業
上
の
特
色
、
た
と
え
ば
得
意
分
野
や
こ
れ
ま
で
関
係
し
た
仕
事
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

⑪
改
正
規
定
に
お
け
る
広
告
規
制

一
一
○
○
○
年
七
月
七
日
改
正
成
立
の
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
建
築
家
職
業
指
針
（
”
一
・
耳
一
員
の
目
口
の
曰
の
『
目
。
＆
厨
の
ロ
ロ
①
Ｈ
ｍ
の
‐

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

九
九

③
他
州
の
広
告
規
制

な
っ
た
。

側
広
告
規
制
緩
和
の
特
色

印
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州

Ｉ
 各
州
の
広
告
規
制
に
は
差
異
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
と
ザ
ク
セ
ン
州
を
と
り
あ
げ
る
。
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［
巨
帛
②
ご
酉
冒
す
戸
の
ロ
ロ

に
つ
い
て
第
一
一

１
広
告
の
原
則

建
築
家
は
、
自
己
の
職
業
上
の
活
動
お
よ
び
自
己
の
人
格
に
関
し
て
、
形
式
お
よ
び
内
容
に
お
い
て
、
冷
静
、
客
観
的
か
つ
公
正
に
情

報
を
提
供
し
、
そ
し
て
広
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
建
築
家
は
、
自
己
に
対
す
る
職
業
の
尊
敬
を
推
進
す
る
た
め
に
、
押
し
つ
け
が
ま

し
く
な
く
、
吹
聴
的
か
つ
不
当
で
も
な
く
、
謙
虚
な
形
式
で
広
告
す
る
。
他
の
同
僚
を
犠
牲
に
す
る
比
較
広
告
は
、
許
さ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
準
則
を
尊
重
し
て
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
広
告
は
許
さ
れ
る
。

①
氏
名
、
学
位
、
所
属
団
体
名
お
よ
び
執
務
時
間
が
記
載
さ
れ
た
、
事
務
所
お
よ
び
建
設
現
場
で
の
適
切
な
案
内
板
を
と
り
つ
け
る
。

建
築
標
識
に
は
、
建
築
家
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
べ
き
仕
事
を
付
加
的
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
案
内
板
は
、
○
・
五
平
方

メ
ー
ト
ル
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。

応
募
す
る
ま
た
は
推
薦
名
簿
に
の
せ
る
場
合
に
の
み
、
特
殊
な
能
力
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
協
力
者
の
人
数
お
よ
び
資
格
、
資
格
の
管
理
に
つ

い
て
、
な
ら
び
に
職
業
上
の
展
開
お
よ
び
訓
練
内
容
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
専
門
の
団
体
へ
の
加
盟
お
よ
び
議
席
を
あ
げ
る

④③② 

２
許
さ
れ
る
広
告

い
て
、
な
ら
び
に
職
》

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

ロ
ゴ
、
シ
ン
ボ
ル
、
標
識
な
ど
（
適
当
な
大
き
さ
の
建
築
標
識
）
を
利
用
で
き
る
。

活
動
の
重
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

完
成
作
品
に
Ａ
五
の
大
き
さ
で
氏
名
を
掲
げ
て
よ
い
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

の
ロ
ロ
の
『
ご
ロ
の
『
し
Ｈ
Ｏ
亘
佇
の
丙
（
の
ロ
ー
一
望
の
。
の
⑰
Ｆ
四
コ
・
の
⑰
国
『
四
口
・
の
ロ
ワ
ロ
『
ぬ
の
ご
い
の
（
『
山
、
の
ど
の
ロ
シ
『
ｏ
亘
斤
の
丙
芹
の
ご
）

二
条
に
規
定
し
て
い
る
。
第
二
条
の
概
略
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
○
○

は
、
広
告
規
制
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⑤
目
的
と
す
る
応
募
の
た
め
に
、
自
己
の
仕
事
を
自
費
で
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
事
務
所
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

⑥
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
よ
う
な
出
版
物
の
公
刊
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
の
説
明
が
許
さ
れ
る
。

⑦
新
事
務
所
の
所
在
地
、
新
し
い
電
話
番
号
、
開
業
の
お
知
ら
せ
、
事
務
所
共
同
体
ま
た
は
協
力
関
係
の
設
立
を
含
む
内
容
の
情
報
提

供
を
、
雑
誌
に
自
己
負
担
で
広
告
し
う
る
。

⑧
建
物
完
成
の
際
に
、
設
計
・
監
理
を
行
っ
た
建
築
家
の
氏
名
を
、
総
括
的
広
告
の
中
で
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
協
力
建
築

家
お
よ
び
建
設
業
の
広
告
頁
の
枠
内
で
、
建
築
物
完
成
に
際
し
て
、
広
告
頁
に
設
計
・
監
理
建
築
家
を
自
己
負
担
で
広
告
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
広
告
に
は
、
コ
ン
ペ
の
賞
金
の
提
供
者
を
あ
げ
、
ま
た
コ
ン
ペ
の
成
果
も
付
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑨
著
作
権
保
護
の
た
め
に
、
作
品
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
公
刊
物
に
氏
名
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑩
公
的
な
電
話
帳
、
職
業
別
電
話
帳
、
住
所
録
等
の
宣
伝
媒
体
に
お
い
て
、
求
職
の
手
段
と
し
て
太
字
印
刷
に
よ
っ
て
氏
名
お
よ
び
学

位
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑪
イ
ン
タ
１
．
ネ
ッ
ト
上
で
客
観
的
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。

⑫
建
築
家
の
求
人
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑬
専
門
に
関
連
す
る
展
覧
会
で
、
自
己
の
作
品
を
呈
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
専
門
誌
の
中
で
自
己
の
仕
事
に
関
す
る
別

刷
お
よ
び
報
告
す
る
こ
と
、
自
己
の
仕
事
を
ビ
デ
オ
で
説
明
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

⑭
国
内
外
で
の
建
築
家
目
録
（
有
料
も
含
む
）
に
事
務
所
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
専
門
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
・
ネ
ッ
ト

上
で
自
己
の
仕
事
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑮
他
の
建
築
家
の
仕
事
を
引
き
受
け
る
目
的
で
、
建
築
家
の
専
門
誌
、
お
よ
び
回
覧
文
に
広
告
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
同

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

一
○
一
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④
ダ
イ
レ
ク
ト
・
メ
ー
ル
で
不
作
法
に
、
委
託
者
に
向
け
ら
れ
る
大
量
配
布
の
広
告
（
た
と
え
ば
不
作
法
な
回
状
）

⑤
不
当
広
告
禁
止
を
回
避
す
る
内
容
の
編
集
物
を
認
め
る
こ
と

③
競
技
場
に
お
け
る
フ
ェ
ン
ス
広
告
、
ポ
ス
タ
ー
活
動
、
映
画
広
告
、
飛
行
機
お
よ
び
気
球
に
よ
る
広
告
、
自
動
車
プ
レ
ー
ト
、
ス

テ
ッ
カ
ー

成
果
の
数
を
挙
げ
る
こ
と

事
務
所
の
立
地
条
件
お
よ
び
大
き
さ

仕
事
の
公
け
の
申
し
出

私
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
折
り
込
み
印
刷
物
に
お
け
る
公
け
の
展
示

自
由
に
店
頭
で
買
え
る
ビ
デ
オ
で
の
広
告

②
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
公
刊
物
に
自
己
負
担
で
広
告
し
、
そ
の
中
で
宣
伝
め
い
た
方
法
で
委
託
を
求
め
ま
た
は
建
築
家
の
職
務
を
申

し
出
る
こ
と

許
さ
れ
な
い
広
告
は
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

①
形
式
、
内
容
お
よ
び
頻
度
に
お
い
て
、
同
僚
と
比
較
し
て
、
宣
伝
め
い
た
「
自
己
の
強
調
」
を
含
む
全
て
の
広
告

例
技
術
的
お
よ
び
人
的
配
備
を
挙
げ
る
こ
と

法
学
志
林

僚
に
職
を
求
め
、
ま

３
許
さ
れ
な
い
広
告

注
文
者
の
委
託
広
告

”
第
九
十
八
巻
第
三
号

ま
た
は
求
人
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

○ 
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⑥
広
告
用
景
品
（
た
と
え
ば
自
己
の
作
品
付
の
賛
沢
な
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

⑦
Ｈ
ｏ
Ａ
Ｉ
よ
り
廉
価
の
広
告

⑧
広
告
で
建
築
家
が
建
築
物
を
推
薦
す
る
こ
と

⑪
旧
規
定
に
お
け
る
広
告
規
制

次
に
参
考
ま
で
に
旧
規
定
に
お
け
る
広
告
規
制
を
あ
げ
て
お
く
。
旧
規
定
第
二
条
に
よ
れ
ば
、
概
略
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
新
事
務
才

新
聞
広
告

た
だ
し
、

②
自
己
の
」

③
建
築
現
唄

④
場
所
２

⑤
電
話
帳
、

⑥
自
己
里

⑦
同
僚
２

⑧
建
築
家
〈

⑨
著
作
権
、

１
許
さ
れ
る
広
告

新
事
務
所
の
所
在
地
、
新
電
話
番
号
、
開
業
、
共
同
事
務
所
ま
た
は
協
力
関
係
成
立
を
示
す
純
粋
な
情
報
提
供
を
自
己
負
担
で
す
る

た
だ
し
、
そ
れ
が
押
し
つ
け
が
ま
し
く
な
く
、
か
つ
吹
聴
し
な
い
も
の
に
限
ら
れ
る
。

自
己
の
作
品
の
報
告
と
直
接
関
係
す
る
自
己
負
担
に
よ
る
広
告

建
築
現
場
に
お
け
る
建
築
標
識
に
自
己
の
仕
事
の
範
囲
を
あ
げ
る
こ
と

場
所
の
表
示
を
伴
う
が
所
在
地
を
示
さ
な
い
自
己
の
著
作
権
表
示

電
話
帳
、
職
業
別
電
話
帳
、
住
所
録
、
お
よ
び
職
業
別
住
所
録
に
、
囲
み
な
し
に
強
調
し
た
印
刷
で
掲
載
す
る
こ
と

自
己
の
成
果
を
自
己
費
用
で
提
示
す
る
こ
と

同
僚
の
原
則
を
遵
守
し
て
、
同
僚
の
注
文
に
非
公
開
で
応
募
す
る
こ
と

建
築
家
会
会
長
の
事
前
同
意
を
得
て
行
う
共
同
広
告

著
作
権
保
持
の
た
め
に
報
告
の
範
囲
内
で
氏
名
を
あ
げ
る
こ
と

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

’
○
三
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広
告
媒
体
と
し
て
、
旧
規
定
で
新
聞
、
電
話
帳
お
よ
び
住
所
録
等
に
限
定
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
出
版
物
、
ラ
ジ

オ
・
テ
レ
ビ
等
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

社
章
や
ロ
ゴ
等
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
己
の
活
動
分
野
を
広
告
す
る
こ
と
で
得
意
分
野
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
た
だ
し
、
事
務
所
内
容
と
し
て
人
的
配
備
や
技
術
面
に
つ
い
て
広
告
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
お
こ
の
広
告
は
、
バ
ー
デ

ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
の
場
合
に
は
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

旧
規
定
で
は
、
新
聞
、
電
話
帳
お
よ
び
住
所
録
等
で
の
広
告
は
可
能
で
あ
る
が
、
印
刷
や
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
広
告
が
許
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
印
刷
や
電
子
メ
デ
ィ
ア
以
外
の
ポ
ス
タ
１
、
フ
ェ
ン
ス
、
映
画
、
飛
行
機
等
に
広
告
が
許
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
競
技
場
フ
ェ
ン
ス
、
映
画
、
飛
行
機
お
よ
び
気
球
等
へ
の
広
告
な
ど
が
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

広
告
方
法
で
あ
る
媒
体
が
変
化
し
新
た
な
方
法
が
み
つ
か
る
度
に
、
そ
の
新
方
法
を
規
定
に
付
け
加
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
煩
雑
さ
が

㈲
広
告
規
制
緩
和
の
特
色

⑤
職
業
の
名
称
を
用
い
て
、
自
己
ま
た
は
関
与
す
る
営
業
の
た
め
に
す
る
広
告

⑥
広
告
中
で
、
建
築
家
が
建
物
を
推
薦
す
る
こ
と

①
印
刷
ま
た
は
電
子
メ
デ

②
建
築
家
の
仕
事
を
吹
聴

③
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｉ
の
最
低
額
よ

④
建
築
提
案
の
営
業
広
告

法
学
志
林

２
許
さ
れ
な
い
広
告

印
刷
ま
た
は
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
建
築
家
の
仕
事
の
提
供
ま
た
は
間
接
的
な
提
示
を
す
る
広
告
お
よ
び
情
報

建
築
家
の
仕
事
を
吹
聴
し
た
り
、
公
然
と
申
し
出
る
広
告

Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｉ
の
最
低
額
よ
り
廉
価
の
広
告
ま
た
は
申
出

第
九
十
八
巻
第
三
号

一
○
四
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伴
う
で
あ
ろ
う
。

⑪
ザ
ク
セ
ン
州

ザ
ク
セ
ン
州
建
築
家
職
業
指
針
第
一
○
条
に
よ
れ
ば
、
注
文
を
求
め
る
広
告
は
許
さ
れ
る
。
他
と
比
較
す
る
広
告
、
他
を
け
な
す
広
告
、

ま
た
は
値
引
き
広
告
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
ザ
ク
セ
ン
州
に
お
け
る
広
告
規
制
は
、
こ
の
よ
う
に
非
常
に
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、

比
較
的
自
由
に
広
告
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
広
告
に
つ
い
て
は
原
則
自
由
の
形
態
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ザ
ク
セ
ン
州
に
お
け
る
建
築
家
広
告
規
定
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
他
州
と
際
立
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
他
州
の
広
告
規
定
は
、
例

外
的
に
許
さ
れ
る
形
態
を
示
す
方
法
で
、
広
告
に
つ
い
て
原
則
禁
止
を
採
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
建
築
家
自
ら
が
積
極
的
に
仕
事
を
獲
得

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
・
経
済
上
の
変
化
を
受
け
て
、
他
州
の
広
告
規
定
は
緩
和
さ
れ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
傾
向
の
中
、
ザ
ク
セ
ン
州
で
は
、
制
定
時
よ
り
広
告
の
原
則
自
由
を
採
り
入
れ
て
い
る
。

側
日
本
に
お
け
る
建
築
家
の
広
告
規
制

日
本
の
建
築
士
法
に
は
、
広
告
規
制
の
規
定
は
存
し
な
い
。
そ
も
そ
も
日
本
に
お
い
て
、
建
築
家
に
対
し
て
規
制
さ
れ
て
い
る
の
は
、

木
造
、
一
一
級
、
お
よ
び
一
級
建
築
士
の
分
類
に
お
け
る
目
的
物
の
規
模
に
応
じ
た
職
務
の
範
囲
、
法
規
に
合
う
建
築
物
の
設
計
、
注
文
者

へ
の
説
明
義
務
等
狭
い
範
囲
に
つ
い
て
で
あ
る
。

自
由
業
と
し
て
活
動
す
る
建
築
家
、
建
設
業
を
兼
業
す
る
建
築
家
、
そ
の
他
被
傭
者
と
し
て
の
建
築
家
等
、
こ
れ
ら
活
動
形
態
に
対
す

る
規
制
は
な
く
、
建
築
家
の
活
動
の
公
益
性
と
営
利
事
業
と
の
関
連
が
と
く
に
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
コ
ン
ペ
の
参
加
や
報
酬
の

値
引
き
等
も
と
く
に
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
建
築
家
は
比
較
的
自
由
に
営
利
追
求
活
動
を
す
る
こ
と
が

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

’
○
五
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し
か
し
ザ
ク
セ
ン
州
に
お
い
て
は
、
委
託
を
求
め
る
広
告
は
許
さ
れ
る
が
、
他
の
建
築
家
と
の
比
較
広
告
、
他
の
建
築
家
を
け
な
し
た

り
、
ま
た
報
酬
引
き
下
げ
の
広
告
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
ザ
ク
セ
ン
州
の
広
告
規
制
は
こ
の
一
条
の
み
で
あ
り
、
建
築
に
お
け
る

営
利
追
求
型
の
広
告
は
と
く
に
規
制
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
広
告
に
つ
い
て
原
則
自
由
を
選
択
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
・

他
州
の
広
告
規
制
緩
和
の
動
向
か
ら
す
る
と
、
ザ
ク
セ
ン
州
は
む
し
ろ
先
駆
的
で
あ
る
。
今
後
他
州
も
追
随
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。

両
州
に
共
通
し
て
、
建
築
家
（

の
広
告
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

旧
ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
広
告
の
特
色

右
に
み
た
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
や
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
で
は
、
と
く
に
、
広
告
が
建
築
家
の
社
会
的
地
位
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
建
築
関
係
の
営
利
事
業
者
に
と
っ
て
有
益
な
手
助
け
を
し
な
い
も
の
と

し
、
建
築
家
の
職
業
と
商
業
的
な
営
利
事
業
と
の
間
に
一
線
を
画
す
考
え
方
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
建
築
家
広
告
の
内
容
の
点
で
、

両
州
に
共
通
し
て
、
建
築
家
の
品
位
を
損
な
う
も
の
、
同
僚
の
建
築
家
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
自
己
ア
ピ
ー
ル
す
る
手
法
、
営
利
追
及
型

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

（
路
）

で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
行
で
は
、
と
く
に
建
築
家
広
告
に
つ
い
て
問
題
視
さ
れ
て
い
な
い
。

’
○
六
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Ⅲ
一
九
九
八
年
一
月
現
在

Ⅲ
ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
数

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

職
能
別
建
築
家
数

○
七

参照HamsRudo]fSangenstedt（Hrsg.),RechtshandbuchfUr

lngenieureundArcbitekten,Ｃ､HBeck,1999,ｓ､107少1080．

＊庭園および景観建築家は、凝観建築家と表記する。

建築家
景観

建築家＊ 

屋内

建築家

都市

計画家
合計

バーデン・ヴュルテム

ベルク
15810 604 533 124 17071 

バイエルン 14550 ９１０ 512 0 15972 

ベルリン 5057 322 100 1６５ 5644 

プランデンプルク 902 8９ 5５ 7６ 1122 

ブレーメン 875 4７ 3０ 】２ 964 

ハンブルク 2２１２ 139 122 2６ 2499 

ヘッセン ７１０９ 362 343 8１ 7895 

メクレンブルク・フォ

アポメルン
925 132 4７ 9６ 1200 

ニーダーザクセン 8４０１ 367 468 ０ 9236 

ノルトライン・ヴェス

トファーレン
19270 863 1446 871 22450 

ラインラント・プファ

ルツ
3674 150 172 6２ 4058 

ザーラント 715 2１ 3７ 0 773 

ザクセン 2576 196 9８ 110 2980 

ザクセン・アンハルト 859 8６ 5０ 3６ 1031 

シュレスヴィヒ・ホル

シュタイン
2999 1４１ 108 162 3410 

チニーリンゲン 1476 9８ 6０ 1１３ 1747 

合計 87410 4527 4１８１ 1934 98052 

Hosei University Repository



法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

②
一
九
九
九
年
一
月
現
在

一
○
八

参照 BAK,,MitgliedGrstatistikderKammer（StEmd:01.Januar 
l999）⑩ 

建築家
殿観

建築家

屋内

建築家
都TlT

iil･画家
合計

パーデン・ヴニルテム

ベルク
16036 618 537 ＭＯ 17331 

バイエルン Ｍ841 950 535 ０ 16326 

ベルリン 5202 331 1０１ 1７１ 5805 

プランデンプルク 922 5７ 7９ 1152 

ブレーメン 906 5２ 3２ 1５ 1005 

ハンブルク 2388 Ｍ８ 142 2９ 2707 

ヘッセン 7039 365 330 7８ 7812 

メクレンプルク・フォ

ア;11メルン
919 135 5０ 1０５ 1209 

ニーダーザクセン 8561 390 479 0 9430 

ノルトライン・ヴェス

トフプーレン
19526 1443 930 931 22830 

ラインラント・プファ

ルツ
3802 162 224 1２１ 4309 

ザーラント 717 2３ 3８ ０ 778 

ザクセン 2443 192 ９９ 109 2843 

ザクセン・アンハルト 8５９． 8８ ５５ 7１ 1073 

シュレスヴィヒ・ホル

シュタイン
1６１１ 9２ 5５ 133 ・１８９１

チューリンゲン 1476 100 5２ 111 1739 

合・計 87248 5183 3716 2093 98240 
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Ⅲ
一
九
九
八
年
一
月
現
在

二
職
務
形
態
別
建
築
家
数

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
股
近
の
動
向
（
花
立
）

○
九

参照HansRudoIfSangenstedt（Hrsg.).Rechtshamdbuchmr
IngcnieurcundArchitekten,ＧＩ･LBeck、1999,s」079-1080

フリー

建築家

公務員.

彼、f者

である

建築家

建築営利

事業に

従事する

建築家

合iil.

バーデン・ヴニルテム

ベルク
9034 7264 773 17()7１ 

バイエルン 7810 7618 ４ ４ 』。 15972 

ベルリン 3528 2090 2６ 5644 

プランデンプルク 705 408 ９ 1１２２ 

ブレーメン 404 `163 9７ ９６４ 

ハンブルク 1395 1０１８ 8６ 2499 

ヘッセン ４１２０ 3218 557 7895 

メクレンプルク・フォ

アポメルン
766 405 2９ １２００ 

ニーダーザクセン 3543 `1738 955 9236 

ノルトライン・ヴェス

トファーレン
10741 11709 0 22450 

ラインラント・プファ

ルツ
2381 1677 ０ jlO58 

ザーラント 376 382 1５ 773 

ザクセン 1875 1065 4０ 2980 

ザクセン・アンハルト 680 334 1７ 1031 

シュレスヴィヒ・ホル

シュタイン
Ｍ9５ １５９０ 325 3410 

チューリンゲン 1102 612 3３ 1747 

合計 49955 Ｍ591 3506 9s052 

Hosei University Repository



法
学
志
林
第
九
・

②
一
九
九
九
年
一
月
一
現
在

第
九
十
八
巻
第
三
号

○ 

参照ＢＡＫ,MitgliederstatiStikderKammcr（Sland:OLJanuar
l999） 

フリー

建築家

公務員．

被iii者
である

建築家

建築営利

事業に

従事する

建築家

合計

パーデン・ヴニルテム

ベルク
9154 7４００ 777 17331 

バイエルン 801】 7766 549 16326 

ベルリン 3720 2058 2７ ■⑥ ０ ８ 字。

プランデンプルク 729 ４１５ ８ 1152 

ブレーメン `111 Ｉ9７ 9７ 1005 

ハンブルク 1546 1080 ８１ 2707 

ヘッセン 3913 3272 627 7812 

メクレンプルク・フォ

アポメルン
782 396 3１ 1209 

ニーダーザクセン 3622 4848 960 9430 

ノルトライン・ヴニス

トファーレン
10907 11923 0 22830 

ラインラント・プファ

ルツ
2550 1759 ０ 4309 

ザーラント 382 381 1５ 778 

ザクセン 1804 1005 3'1 2843 

ザクセン・アンハルト 701 357 1５ 1073 

シュレスヴィ'二・ホル

シュタイン
1555 265 7１ 1891 

チニーリンゲン 1105 608 2６ 1739 

合 50892 44030 3318 98240 

Hosei University Repository



以
上
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
州
に
つ
い
て
は
ザ
ク
セ
ン
州
の
場
合
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
近
の
動
向
と

し
て
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
を
中
心
と
し
て
、
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
の
動
向
を
み
た
。

な
お
日
本
に
お
け
る
そ
の
動
向
と
し
て
、
建
設
省
が
一
九
九
九
年
一
二
月
二
八
日
付
通
達
「
建
築
士
の
処
分
等
に
つ
い
て
」
（
住
指
発

第
七
八
四
号
）
を
出
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
建
築
家
の
懲
戒
処
分
の
基
準
が
、
建
築
家
に
も
わ
か
り
や
す
く
点
数
化
さ

れ
た
点
で
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
建
築
士
法
違
反
行
為
に
つ
い
て
は
、
違
反
の
程
度
に
応
じ
て
処
分
ラ
ン
ク
を
四
～
一
六

に
分
類
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
業
務
停
止
一
月
～
免
許
取
消
ま
で
の
処
分
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
情
状
等
に
よ
る
ラ
ン
ク
の
加
減
な
ど
が

数
値
化
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
過
去
に
処
分
等
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
決
定
処
分
等
を
加
重
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

手
続
の
面
で
は
変
更
が
な
い
も
の
の
、
懲
戒
処
分
の
基
準
を
検
討
す
る
こ
と
は
有
用
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
を
踏
ま
え
て
日
本
に
お

け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
に
つ
い
て
今
後
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

（
１
）
 

（
２
）
 

（
３
）
 

（
４
）
 

一
。
）

参
照
、

参
照
『
す
。
ョ
農
の
呂
号
の
］
・
津
『
Ｏ
三
【
の
【
〔
の
貝
の
○
頁
ぐ
。
ロ
シ
ー
間
》
函
．
シ
昌
一
、
、
⑩
○
・
四
・
国
の
、
六
・
一
車
息
呂
［
・

第
九
条
は
外
国
人
の
建
築
家
お
よ
び
都
市
計
画
家
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
『
ロ
ロ
。
⑪
凹
肩
①
戸
口
○
両
】
○
ず
二
日
】
の
口
｛
邑
『
シ
『
○
三
（
の
六
芹
の
こ
こ
コ
ニ
ヨ
暁
の
『
二
の
Ｅ
『
⑩
凶
巨
門
弓
の
一
一
二
Ｐ
宮
口
の
四
口
ご
「
の
（
〔
す
の
君
の
『
す
の
ロ
（
の
幻
二
二
）
・

函
◎
ロ
。
『
閂
Ｃ
ａ
口
巨
二
曲
ご
『
シ
『
●
嵐
（
の
蚕
の
ロ
ニ
ロ
ロ
ヨ
、
の
ョ
の
こ
『
の
（
エ
。
シ
】
〉
・

埠
参
収
拙
、
Ｉ
Ｄ
負
切
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）
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（
皿
）
こ
れ
は
、
高
層
建
築
物
に
係
る
職
務
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
建
築
家
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
四
目
二
目
の
患
へ
葛
』
向
看
○
二
の
餉
元
呉
の
⑭
『
・
ョ

己
．
⑦
』
葛
、
（
シ
因
－
．
両
○
三
『
．
Ｆ
函
圏
ぐ
。
ョ
巴
・
函
」
①
忠
．
⑫
．
』
②
）
・

（
⑬
）
国
。
胃
］
目
の
ｇ
へ
浅
向
言
の
□
の
い
幻
四
一
履
く
。
ョ
巴
・
局
』
ｃ
窟
（
し
四
・
両
。
Ｚ
『
．
Ｆ
】
①
ご
ｏ
日
塁
』
』
①
９
．
⑩
」
②
）
・

（
ｕ
）
第
八
条
第
二
項
第
二
文
は
、
大
略
次
の
こ
と
に
つ
い
て
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
基
本
法
の
適
用
領
域
内
の
建
築
家
会
の
会
員
で
な
い
者
は
、
現
行

職
業
規
則
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
よ
び
そ
の
者
は
、
職
業
義
務
の
遵
守
を
監
督
す
る
た
め
に
、
建
築
家
会
の
会
員
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
、
か
つ
第

三
条
第
一
一
項
第
一
文
の
内
容
が
適
用
さ
れ
る
特
別
名
簿
で
管
理
さ
れ
る
。

第
三
条
第
二
項
第
一
文
建
築
家
名
簿
に
は
、
専
門
と
並
ん
で
、
活
動
の
種
類
（
フ
リ
ー
、
被
傭
者
、
公
務
員
、
建
築
営
利
事
輩
〈
に
従
事
す
る
建
築
家
、
ま

た
は
都
市
計
画
家
）
、
登
録
期
日
、
会
員
番
号
、
姓
、
名
、
出
生
日
、
学
位
お
よ
び
主
た
る
居
住
地
お
よ
び
支
店
の
住
所
が
紀
峨
さ
れ
る
。

（
応
）
、
の
弄
四
皀
貝
昌
目
ご
Ｅ
二
碇
旦
の
『
Ｚ
目
『
回
切
望
】
ゴ
晒
已
の
の
シ
『
。
ご
→
の
汀
ｇ
Ｉ
Ｅ
ｐ
ｐ
百
ｍ
の
己
の
貝
云
■
ヨ
ョ
。
『
、
の
醜
の
同
の
鋲
の
ご
○
因
一
・
ｍ
○
三
’
１
国
．
ｍ
・
国
』
・

参
考
ま
で
に
、
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
各
州
の
制
裁
金
額
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
場
合
に
は
、
ド
イ
ツ
全
体
で
も
突
出

（
、
）
②
巴
冨
一
団
三
○
お
よ
び
＄
へ
盆
両
二
の
。

（
皿
）
こ
れ
は
、
高
層
建
築
物
に
係
る
職
務
左

（
７
）
の
①
ｍ
の
訂
ご
丘
の
『
ｓ
の
因
。
扇
◎
ず
酢
＆
銅
巨
口
ぬ
ぐ
○
二
Ｎ
の
巨
晒
の
己
■
己
。
、
“
の
宣
く
の
『
餉
鼠
。
□
一
ｍ
の
。
（
罰
②
両
Ｎ
）
．

（
８
）
ロ
シ
【
・
富
】
信
一
旨
旦
の
『
⑪
薗
二
齢
二
戸
ロ
の
『
【
津
ヨ
ヨ
の
『
〈
の
国
ゴ
ロ
》
。
］
・
］
■
ロ
巨
四
『
己
ｇ
）
・

内
訳
は
フ
リ
ー
建
築
家
、
女
一
三
，
九
八
四
、
男
七
三
，
二
六
四
、
庭
園
お
よ
び
景
観
建
築
家
、
女
一
‐
七
七
四
、
男
三
，
四
○
九
、
屋
内
建
築
家
、
女
一
，

三
○
八
、
、
刀
二
，
四
○
八
、
都
市
計
画
家
、
女
五
二
六
、
周
一
，
五
六
七
人
で
あ
る
。

（
９
）
口
巨
目
○
の
⑰
ぐ
の
Ｈ
［
■
⑩
⑪
巨
口
随
鯨
碗
の
ユ
ロ
ゴ
芹
・
］
画
く
元
］
⑨
』
函
へ
＠
ｍ
・
口
の
②
。
ｐ
］
Ｅ
固
く
◎
目
』
『
・
』
・
画
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（
す
［
一
ロ
ヘ
ラ
ラ
ラ
ミ
・
ワ
ロ
ロ
Ｑ
の
ゆ
く
の
『
｛
蝕
協
一
］
。
、
⑩
、
の
『
－
，
．
芹
・
ロ
の
ヘ
）
・

（
皿
）
参
照
固
く
の
一
言
勺
・
『
肩
・
国
の
房
の
留
冒
シ
『
の
三
二
【
の
。
『
の
、
三
・
騨
自
の
Ｆ
シ
貝
］
凋
の
』
①
患
・
幻
三
の
ぐ
の
『
］
農
・
の
」
画
聖
．

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

一
一
一
一

（
６
）
ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
第
一
八
条
第
八
項
は
、
建
築
家
名
繍
へ
の
登
録
に
係
る
も
の
で
、
登
録
委
員
会
の
決
定
に
対
し
て
、
直
接
行
政
裁
判
所
に
提
訴
で
き

る
こ
と
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ザ
ク
セ
ン
州
に
お
い
て
は
、
第
一
審
で
終
了
す
る
。
な
お
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に
お
け

る
こ
と
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
〈

る
建
築
家
職
業
裁
判
は
、
第
二
審
ま
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
、
旧
東
ド
イ
）

し
た
制
裁
金
を
課
し
て
い
る
。

プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
ク
建
築
家
法
第
二
九
条
第
一
項
第
二
号

ザ
ク
セ
ン
建
築
家
法
第
二
二
条
第
一
項
第
二
号

ザ
ク
セ
ン
・
ア
ン
ハ
ル
ト
建
築
家
法
第
二
六
条
第
一
項
第
二
号

二
○
，
○
○
○
Ｄ
Ｍ

二
○
，
○
○
○
Ｄ
Ｍ

三
○
，
○
○
○
Ｄ
Ｍ
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ま
た
、
第
六
条
第
二
項
で
は
、
申
請
者
が
破
産
状
態
に
あ
っ
た
り
、
破
産
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
等
の
と
き
に
は
、
登
録
拒
否
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。

〈
躯
）
弁
護
士
の
場
合
に
は
、
弁
護
士
の
職
業
が
公
益
的
な
性
格
を
有
し
営
利
事
業
と
異
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
広
告
を
通
じ
て
顧
客
を
誘
引
し
金
儲
け
に

走
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
し
て
そ
れ
に
直
結
す
る
広
告
は
原
則
禁
止
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
依
頼
者
と
の
信
頼
関
係
を
前
提
と
す
る
弁
護
士
活
動
に
と
っ

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
職
業
倫
理
と
懲
戒
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
（
花
立
）

’
一
一
一
一

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ォ
ァ
ポ
メ
ル
ン
建
築
家
法

第
二
五
条
第
一
項
第
二
号

五
○
，
○
○
○
Ｄ
Ｍ

チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
建
築
家
法
第
二
五
条
第
一
項
第
二
号
一
○
○
，
○
○
○
Ｄ
Ｍ

（
塒
）
国
シ
【
・
富
（
信
二
の
：
『
鯨
冒
房
ご
宍
已
の
【
【
四
目
己
の
『
（
⑫
日
日
ら
こ
目
目
『
ご
ｇ
）
・

（
Ⅳ
）
②
国
芭
⑩
｛
厨
◎
ず
の
⑪
］
画
す
『
す
こ
●
毒
｛
ご
『
○
一
の
国
幻
己
・
＄
患
》
②
．
」
『
・

（
畑
）
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
に
お
け
る
建
築
家
一
○
○
人
に
対
す
る
コ
ン
ペ
数
の
割
合
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
（
ェ
目
⑫
⑪
：
『
・
言
（
ェ
『
⑩
い
）
・

○
冑
・
日
戸
旦
の
『
し
『
ｏ
亘
（
の
江
自
首
日
日
の
『
国
且
目
ｌ
ぎ
ご
『
冒
目
可
の
『
い
』
冨
中
・
句
Ｃ
『
巨
曰
－
『
の
１
農
の
己
己
凄
の
。
』
ｇ
）
。

（
四
）
葛
の
日
の
亘
宅
山
⑫
８
『
、
三
三
一
の
『
『
、
四
二
『
の
口
三
ぐ
・
ヨ
シ
－
Ｎ
．
『
．
シ
臣
『
一
周
の
．
『
の
『
ｌ
ｍ
ｍ
Ｃ
ェ
・
因
の
Ｏ
汽
国
ｇ
Ｐ
の
』
＆

（
卯
）
シ
『
○
冨
の
【
一
目
冨
己
目
角
国
且
の
ロ
ー
ミ
ニ
【
〔
の
ヨ
ヴ
の
日
（
出
【
農
・
）
》
シ
円
三
冨
宣
の
回
‐
幻
の
・
ゴ
こ
垣
巴
へ
９
ｓ
『
・
『
臣
ヨ
ー
ぐ
の
『
一
厨
の
ヨ
ヶ
西
岸
、
。
．
」
⑨
ｇ
》
の
．
⑪
．

Ｈ
）
第
一
条
規
定
の
建
築
家
、
屋
内
建
築
家
、
庭
園
お
よ
び
景
観
建
築
家
並
び
に
都
市
計
画
家
と
い
う
専
門
職
の
た
め
に
は
、
ド
イ
ツ
の
大
学
、
芸
術
大
学
、

専
門
単
科
大
学
、
ま
た
は
同
程
度
の
教
育
を
受
け
卒
業
し
た
証
明
を
要
す
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
第
一
条
の
専
門
の
職
務
領
域
に
お
け
る
実
務
を
、
そ
の
専
門

の
建
築
家
、
ま
た
は
都
市
計
画
家
の
指
導
の
下
で
最
低
二
年
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
同
程
度
の
活
動
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
職
業

資
格
、
す
な
わ
ち
職
業
上
の
名
称
使
用
権
限
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
（
第
四
条
第
二
項
）
。

亜
）
第
二
条
第
一
項
に
定
め
る
職
業
上
の
名
称
と
は
、
「
建
築
家
」
ま
た
は
「
女
性
建
築
家
」
、
「
屋
内
建
築
家
」
ま
た
は
「
女
性
屋
内
建
築
家
」
、
「
庭
園
お
よ

び
景
観
建
築
家
」
ま
た
は
「
女
性
庭
園
お
よ
び
景
観
建
築
家
」
、
お
よ
び
「
都
市
計
画
家
」
ま
た
は
「
女
性
都
市
計
画
家
」
を
い
う
。

（
羽
）
甸
四
『
目
の
厨
。
ご
凰
諒
、
の
⑰
の
一
一
⑫
。
。
、
『
扇
、
の
⑰
の
訂
Ｉ
で
四
１
。
。
（
西
の
画
一
・
】
②
』
『
倉
）
・

（
型
）
第
六
条
は
、
登
録
拒
否
事
由
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
刑
法
第
七
○
条
、
刑
事
訴
訟
法
第
一
三
二
条
ａ
、
ま
た
は
営
業
法
第
三
五
条
第
一

項
に
よ
り
、
申
請
者
が
建
築
家
法
第
一
条
の
活
動
を
禁
止
さ
れ
た
と
き
、
｜
時
的
に
禁
止
ま
た
は
差
し
止
め
ら
れ
て
い
る
間
、
申
請
者
の
有
罪
判
決
が
確
定
し
、

そ
の
犯
罪
か
ら
職
務
の
適
性
を
欠
く
場
合
、
お
よ
び
申
請
者
が
職
業
裁
判
手
続
に
お
い
て
建
築
家
名
簿
の
登
録
が
抹
消
さ
れ
、
そ
の
判
決
後
八
年
を
経
過
し
て

い
な
い
場
合
等
で
拒
否
さ
れ
る
。
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広
告
媒
体
に
つ
い
て
は
、
媒
体
自
体
で
弁
護
士
の
品
位
や
信
用
を
低
下
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
規
制
が
な
い
。
広
告
方
法
に
つ
い
て
は
、
事

実
に
合
致
し
て
い
な
い
広
告
、
誤
導
ま
た
は
誤
認
の
お
そ
れ
の
あ
る
広
告
、
誇
大
ま
た
は
過
度
な
期
待
を
抱
か
せ
る
広
告
、
特
定
の
弁
護
士
等
と
の
比
較
広
告
、

弁
護
士
会
関
連
法
規
違
反
の
広
告
、
弁
護
士
の
品
位
ま
た
は
信
用
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
広
告
は
禁
止
事
項
と
さ
れ
て
い
る
（
弁
護
士
業
務
広
告
規
程
第
三

条
第
六
条
）
ｃ
訪
問
、
電
話
に
よ
る
広
告
、
特
定
事
件
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
の
直
接
的
方
法
で
の
依
頼
・
勧
誘
行
為
、
有
価
物
供
与
等
は
禁
止
さ
れ
る
。

ま
た
広
告
内
容
が
○
○
％
の
勝
訴
率
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
弁
護
士
の
能
力
評
価
と
し
て
不
完
全
で
あ
る
こ
と
か
ら
誤
解
を
招
く
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
自
己
の
処
理
事
件
の
紹
介
や
勧
誘
、
書
面
に
よ
る
承
諾
を
得
て
行
う
顧
問
先
の
紹
介
等
が
許
さ
れ
る
（
参
照
、
高
橋
輝
美
「
弁
護
士
広

告
の
原
則
自
由
化
で
弁
護
士
業
務
は
ど
う
な
る
か
」
（
司
法
改
革
第
一
三
号
（
二
○
○
○
年
）
’
一
一
七
～
一
一
一
九
頁
）
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
弁
護
士
業
務
の
広
告

問
題
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
編
「
弁
護
士
広
告
」
（
商
事
法
務
研
究
会
、
二
○
○
○
年
）
。

化
さ
れ
た
。 法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

一
一
四

て
、
飛
込
み
客
の
受
託
に
消
極
的
で
あ
る
こ
と
も
広
告
の
原
則
禁
止
の
一
因
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
利
用
者
の
弁
謹
士
に
関
す
る
憎
報
提
示
の
要
求
の
高

ま
り
が
あ
っ
た
。
ま
た
公
正
取
引
委
員
会
が
、
行
政
轡
士
、
司
法
書
士
お
よ
び
医
師
の
広
告
規
定
に
つ
い
て
、
同
業
者
間
の
不
当
な
競
争
制
限
的
規
制
で
あ
り

独
占
禁
止
法
違
反
で
あ
る
と
の
勧
告
を
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
広
告
規
制
緩
和
の
必
要
性
が
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
が
二
○
○

○
年
三
月
の
臨
時
総
会
で
、
一
九
八
七
年
の
原
則
禁
止
・
一
部
容
認
の
弁
謹
士
業
務
広
告
規
定
を
改
め
、
二
○
○
○
年
一
○
月
か
ら
弁
護
士
広
告
は
原
則
自
由
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